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発足記念式典開催

　

国
東
市
発
足
記
念
式
典
が
、
７

月
24
日
㈪
午
前
10
時
か
ら
、
ア
ス

ト
く
に
さ
き
ア
ス
ト
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
来
賓
や
旧
４
町
の
関
係

者
、
市
民
ら
約
５
０
０
人
が
参
加

し
て
、
新
市
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
照
山
俊
一
市
長
、

猪
俣
俊
雄
市
議
会
議
長
が
「
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
長
年
に

わ
た
り
培
っ
て
き
た
豊
か
な
地
域

資
源
や
、
誇
る
べ
き
文
化
的
財
産

を
、
次
の
世
代
に
し
っ
か
り
引
き

継
ぎ
な
が
ら
、
住
民
の
皆
様
が
夢

と
希
望
を
抱
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
市
民
の
皆
様
が
誇
り
と
自
信

を
持
ち
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
様
と
と

も
に
後
世
に
誇
れ
る
「
国
東
市
」

の
建
設
に
努
力
し
ま
す
。」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
合
併
の
実
現
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
旧
４
町
の

町
長
に
三
好
勝
則
消
防
庁
消
防
大

学
校
長
か
ら
総
務
大
臣
表
彰
が
、

旧
町
長
・
旧
町
議
会
議
長
・
旧
町

議
会
合
併
特
別
委
員
長
の
皆
さ
ん

12
名
に
広
瀬
勝
貞
大
分
県
知
事
か

ら
県
知
事
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
旧
東
国
東
地
域
４
町

合
併
協
議
会
委
員
を
務
め
ら
れ
た

旧
町
議
会
議
長
・
旧
町
議
会
合
併

特
別
委
員
長
・
歴
代
合
併
協
議
会

委
員
の
皆
さ
ん
19
名
に
照
山
市
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

祝
辞
で
は
、
竹
中
平
蔵
総
務
大

臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
三
好
消
防
大

学
校
長
が
代
読
。
続
い
て
広
瀬
知

事
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
皆
さ

ん
か
ら
、
新
市
誕
生
を
祝
福
し
、

今
後
の
発
展
に
向
け
た
期
待
の
言

葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
小
野
正
利
市
区
長
会

長
の
発
声
で
出
席
者
全
員
に
よ
る

万
歳
三
唱
が
声
高
ら
か
に
行
わ

れ
、
式
典
を
閉
じ
ま
し
た
。　

 

　

ま
た
、
式
典
に
先
立
つ
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、「
諸
田
山
神
社
御
田
植
祭
」

（
安
岐
町
）、
吉
弘
楽
（
武
蔵

町
）
が
、
式
典
終
了
後
第
２
部
と

し
て
、
国
見
田
舎
歌
舞
伎
（
国
見

町
）、
国
東
神
楽
（
国
東
町
）
が

披
露
さ
れ
、
式
典
に
花
を
添
え
ま

し
た
。
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被
表
彰
者
名
簿
（
敬
称
略
）

総
務
大
臣
表
彰

齋
藤　

幹
（
旧
安
岐
町
長
）、
金
山
尚
學
（
旧
国
見

町
長
）、魚
返
敬
之
（
旧
武
蔵
町
長
）、照
山
俊
一
（
旧

国
東
町
長
）

県
知
事
表
彰

齋
藤　

幹
（
旧
安
岐
町
長
）、
金
山
尚
學
（
旧
国
見

町
長
）、魚
返
敬
之
（
旧
武
蔵
町
長
）、照
山
俊
一
（
旧

国
東
町
長
）、
元
永
土
人
（
旧
武
蔵
町
議
会
議
長
）、

豊
田
宏
治
（
旧
国
見
町
議
会
議
長
）、
清
國
仁
士
（
旧

国
東
町
議
会
議
長
）、
諸
冨　

忠
（
旧
安
岐
町
議
会

議
長
）※

選
任
当
初
は
合
併
特
別
委
員
長
、
小
串　

巌
（
旧
国
見
町
議
会
合
併
問
題
検
討
特
別
委
員
長
）、

岩
本
峰
雄
（
旧
国
東
町
議
会
合
併
対
策
特
別
委
員

長
）、
綾
部　

敦
（
旧
武
蔵
町
議
会
合
併
問
題
検
討

特
別
委
員
長
）、
矢
野
次
彦
（
旧
安
岐
町
議
会
合
併

調
査
特
別
委
員
長
）

市
長
感
謝
状

松
本
軍
治
（
旧
国
見
町
議
会
議
長
）、
猪
俣
俊
雄
（
旧

国
東
町
議
会
議
長
）、
田
口
易
幸
（
旧
国
東
町
議
会

議
長
・
法
定
協
発
足
時
）、
都
留
美
英
（
旧
武
蔵
町

議
会
議
長
）、
繁
友
英
信
（
旧
武
蔵
町
議
会
議
長
）、

後
藤
耕
一
郎
（
旧
安
岐
町
議
会
議
長
・
法
定
協
発
足

時
）、
一
丸
政
春
（
旧
武
蔵
町
議
会
合
併
問
題
検
討

特
別
委
員
長
）、
𠮷
水
國
人
（
旧
安
岐
町
議
会
合
併

調
査
特
別
委
員
長
）、
松
村　

勝
、
中
田
博
之
、
吉

岡
陽
一
郎
（
以
上
旧
国
見
町
学
識
経
験
者
）、
山
下

信
男
、
石
谷
正
寿
（
以
上
旧
国
東
町
学
識
経
験
者
）、

美
登
幸
吉
、
瀧
口
公
明
（
以
上
旧
武
蔵
町
学
識
経
験

者
）、
河
野
忠
彦
、
𠮷
田
正
信
（
以
上
旧
安
岐
町
学

識
経
験
者
）、
小
野
正
利
（
旧
安
岐
町
議
会
合
併
調

査
特
別
委
員
長
・
法
定
協
発
足
時
）、佐
々
木
尚
幸
（
旧

安
岐
町
学
識
経
験
者
・
法
定
協
発
足
時
）

▲受賞者を代表して謝辞を述べる
　齋藤幹旧安岐町長

▲被表彰者の皆さん

▲「諸田山神社御田植祭」（安岐町）▲吉弘楽（武蔵町）

▲国見田舎歌舞伎（国見町）

▲国東神楽（国東町）



190190億1,1931,193万5千円千円

4

190億1,193万5千円190億1,193万5千円
　国東市が誕生し、初めての年間予算が決まりました。平成18年度の一般会計予算は190億1,193万５千円
で、合併前の旧４町の平成17年度当初予算の合計額に比べ3.9％の減となりました。また、特別会計は200億
5,956万２千円で同2.1％減となりました。
　市の平成18年度予算は、３月31日に新市が発足したことから、４月から７月までの間、暫定予算を編成し
て執行してきました。そのため、原則として政策的経費を除いた、人件費、庁舎管理費などの経常的な経費
が中心で、今回の６月定例市議会で可決された予算が、初の年間予算となります。
　予算の編成は、合併に伴い策定された「新市まちづくり計画」に基づいて編成されています。予算が決ま
ったことによって、新市の将来都市像「いにしえの宝を未来につなぐ仏の里くにさき」の実現に向け、国東
市が本格的に動き出しました。

諸収入 113,832（0.6%）

歳　　入
19,011,935千円

歳　　出
19,011,935千円

予備費 24,690（0.1%）

市税
3,068,930
（16.1%）

地方譲与税
586,256（3.1%）
利子割交付金
11,492（0.1%）
配当割交付金
3,581（0.0%）
株式等譲渡所得割交付金
5,592（0.0%）
地方消費税交付金
338,000（1.8%）
ゴルフ場利用税交付金
6,405（0.0%）
自動車取得税交付金
119,642（0.6%）
地方特例交付金
62,029（0.3%）

地方交付税
8,264,222
（43.5%）

交通安全対策特別交付金
5,232（0.0%）

分担金及び負担金
377,989（2.0%）

使用料及び手数料
395,424（2.1%）

国庫支出金 1,162,386（6.1%）

県支出金 985,639（5.2%）
財産収入 28,006（0.1%）
寄付金 5（0.0%）
繰入金 1,165,573（6.1%）

市債
2,011,700
（10.6%）

繰越金 300,000（1.6%）

議会費 192,732（1.0%）

総務費
2,934,374
（15.4%）

民生費
4,399,775
（23.1%）

衛生費 1,415,018（7.4%）
労働費 4,135（0.0%）

農林水産業費 1,193,078（6.3%）
商工費 253,368（1.3%）

土木費
2,337,805
（12.3%）

消防費 824,814（4.3%）

教育費
1,628,518
（8.6%）

災害復旧費 4,126（0.0%）

公債費
3,787,635
（19.9%）

諸支出金 11,867（0.1%）

平成18年度国東市通年予算決定　－合併後初の年間予算－

※表示桁以下四捨五入のため、構成比の総和は
　必ずしも100とはなりません。
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平成18年度一般会計歳入歳出予算は平成18年度一般会計歳入歳出予算は

109,261
135,083
△754
△404
3,077

20,612
1,905
4,240

△36,003
542,848
△914

△57,205
26,522

△245,097
△18,864

245
△20

△681,857
△6,663
12,089

△586,100
△777,999

3.7%
29.9%
△6.2%
△10.1%
122.3%

6.5%
42.3%

3.7%
△36.7%

7.0%
△14.9%
△13.1%

7.2%
△17.4%
△1.9%

0.9%
△80.0%
△36.9%
△2.2%
11.9%
△22.6%
△3.9%

増減額 増減率
款

１　市税
２　地方譲与税
３　利子割交付金
４　配当割交付金
５　株式等譲渡所得割交付金
６　地方消費税交付金
７　ゴルフ場利用税交付金
８　自動車取得税交付金
９　地方特例交付金
10　地方交付税
11　交通安全対策特別交付金
12　分担金及び負担金
13　使用料及び手数料
14　国庫支出金
15　県支出金
16　財産収入
17　寄付金
18　繰入金
19　繰越金
20　諸収入
21　市債

合　　　計

増減比較（①－②）

2,959,669
451,173

12,246
3,985
2,515

317,388
4,500

115,402
98,032

7,721,374
6,146

435,194
368,902

1,407,483
1,004,503

27,761
25

1,847,430
306,663
101,743

2,597,800
19,789,934

15.0%
2.3%
0.1%
0.0%
0.0%
1.6%
0.0%
0.6%
0.5%

39.0%
0.0%
2.2%
1.9%
7.1%
5.1%
0.1%
0.0%
9.3%
1.6%
0.5%

13.1%
100.0%

旧４町当初
予算合計額 構成比

②平成17年度

3,068,930
586,256

11,492
3,581
5,592

338,000
6,405

119,642
62,029

8,264,222
5,232

377,989
395,424

1,162,386
985,639

28,006
5

1,165,573
300,000
113,832

2,011,700
19,011,935

16.1%
3.1%
0.1%
0.0%
0.0%
1.8%
0.0%
0.6%
0.3%

43.5%
0.0%
2.0%
2.1%
6.1%
5.2%
0.1%
0.0%
6.1%
1.6%
0.6%

10.6%
100.0%

通年予算額 構成比

①平成18年度
（単位：千円）

平成18年度　一般会計項目別予算内訳・前年度対比
歳 入

△140,900
832,278
614,198
△473,897

3,413
△325,900

73,961
349,597

84,357
△1,789,783
△90,182

93,717
11,861
△20,719
△777,999

△42.2%
39.6%
16.2%
△25.1%
472.7%
△21.5%

41.2%
17.6%
11.4%
△52.4%
△95.6%

2.5%
197,683.3%
△45.6%
△3.9%

増減額 増減率
款

１　議会費
２　総務費
３　民生費
４　衛生費
５　労働費
６　農林水産業費
７　商工費
８　土木費
９　消防費
10　教育費
11　災害復旧費
12　公債費
13　諸支出金
14　予備費

合　　　計

増減比較（①－②）

333,632
2,102,096
3,785,577
1,888,915

722
1,518,978

179,407
1,988,208

740,457
3,418,301

94,308
3,693,918

6
45,409

19,789,934

1.7%
10.6%
19.1%

9.6%
0.0%
7.7%
0.9%

10.0%
3.7%

17.3%
0.5%

18.7%
0.0%
0.2%

100.0%

旧４町当初
予算合計額 構成比

②平成17年度

192,732
2,934,374
4,399,775
1,415,018

4,135
1,193,078

253,368
2,337,805

824,814
1,628,518

4,126
3,787,635

11,867
24,690

19,011,935

1.0%
15.4%
23.1%

7.4%
0.0%
6.3%
1.3%

12.3%
4.3%
8.6%
0.0%

19.9%
0.1%
0.1%

100.0%

通年予算額 構成比

①平成18年度
（単位：千円）歳 出

※表示桁以下四捨五入のため、構成比の総和は
　必ずしも100とはなりません。
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一
般
会
計
予
算
主
要
事
業
の
説
明

歳
入

市
税　

市
税
に
つ
い
て
は
、
個
人
市
民
税
約

４
２
、５
７
０
千
円
、固
定
資
産
税
約
８
２
、

７
３
０
千
円
の
増
額
、
軽
自
動
車
税
△
９
、

９
５
０
千
円
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、
１
０

９
、
２
６
１
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

地
方
譲
与
税　

地
方
譲
与
税
は
、
国
が
進
め

る
「
三
位
一
体
改
革
」
の
税
源
移
譲
に
よ

る
所
得
譲
与
税
約
１
２
６
、
０
０
０
千
円

の
増
額
な
ど
に
よ
り
１
３
５
、
０
８
３
千

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税　

地
方
交
付
税
５
４
２
、
８
４

８
千
円
の
増
額
は
、
普
通
交
付
税
約
４
９

２
、
５
９
０
千
円
、
特
別
交
付
税
約
４
８
、

２
５
０
千
円
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

普
通
交
付
税
の
増
額
は
、
平
成
18
年
度
か

ら
市
の
業
務
と
な
っ
た
生
活
保
護
費
と
公

債
費
の
償
還
増
な
ど
特
殊
要
因
が
見
込
ま

れ
た
た
め
で
す
。
ま
た
、
特
別
交
付
税
の

増
額
は
、
合
併
に
か
か
る
必
要
経
費
の
増

額
が
見
込
ま
れ
た
た
め
で
す
。

　
　

た
だ
し
、
普
通
交
付
税
と
一
体
的
な
臨

時
財
政
対
策
債
は
、
約
△
５
７
、
２
０
０

千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金　

国
庫
支
出
金
の
△
２
４
５
、

０
９
７
千
円
の
減
額
は
、
国
見
中
学
校
と

安
岐
中
学
校
改
築
事
業
が
平
成
17
年
度
に

終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
約
△
５
４
５
、
２

９
０
千
円
の
減
額
と
生
活
保
護
費
に
か
か

る
国
庫
補
助
金
約
３
４
７
、
４
０
０
千
円

の
増
額
が
主
な
要
因
で
す
。

市
債　

市
債
△
５
８
６
、
１
０
０
千
円
の
減

額
は
、
国
見
中
学
校
と
安
岐
中
学
校
改
築

事
業
が
平
成
17
年
度
に
終
了
し
た
こ
と
に

よ
る
約
△
７
３
５
、
１
０
０
千
円
の
減
額

と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業
に
か

か
る
合
併
特
例
事
業
債
約
２
９
９
、
０
０

０
千
円
の
増
額
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

 

歳
出

総
務
関
係　

武
蔵
町
糸
原
南
並
び
に
安
岐
町

下
原
西
の
両
地
区
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
」に
対
し
て
助
成
を
行

う
ほ
か
、「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事

業
」を
実
施
し
情
報
通
信
の
整
備
を
図
り
ま

す
。

民
生
関
係　

保
健
福
祉
活
動
の
拠
点
で
あ
る

各
地
域
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を

引
き
続
き
促
進
し
、
健
康
予
防
対
策
と
保

健
医
療
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
少
子
化

対
策
と
し
て
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
事

業
」「
地
域
子
育
て
支
援
事
業
」
を
、
一
人

暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
で
も
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
」「
福
祉
バ
ス
運
営
事
業
」
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
従
前

の
事
業
に
加
え
て
、
お
元
気
な
高
齢
者
を

対
象
に
「
地
域
支
援
事
業
」
を
設
け
、
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
自
立
支
援
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

環
境
衛
生
関
係　
「
合
併
処
理
浄
化
槽
新
設
補

助
金
交
付
事
業
」
を
実
施
す
る
ほ
か
、「
し

尿
処
理
施
設
整
備
事
業
」「
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
等
施
設
整
備
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

引
き
続
き
地
球
環
境
問
題
に
対
処
す
る
た

め
、Ｉ
Ｓ
Ｏ（
ア
イ
エ
ス
オ
ー
）
１
４
０
０

１
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
推

進
に
も
努
め
ま
す
。

　
　

ま
た
、「
乳
幼
児
医
療
助
成
事
業
」
の
推

進
と
あ
わ
せ
て
、
住
民
健
診
や
ガ
ン
検
診
、

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
受
診
率
の
向
上
を
図
り
、

健
康
維
持
対
策
に
努
め
ま
す
。

農
林
水
産
関
係　

農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

「
活
力
あ
る
水
田
農
業
振
興
対
策
事
業
」
や

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
」
を
実
施

す
る
ほ
か
、
花
き
生
産
の
振
興
と
農
家
所

得
の
向
上
を
目
指
し
て
、「
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業
」
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

新
規
作
物
の
山
芋
や
ヤ
ー
コ
ン
の
推
進
事

業
や
新
規
就
農
者
の
こ
ね
ぎ
ハ
ウ
ス
導
入

を
主
と
し
た
「
経
営
構
造
対
策
事
業
」、
営

農
組
織
の
農
機
具
購
入
に
か
か
る
「
お
お

い
た
集
落
営
農
組
織
育
成
対
策
事
業
」
等

を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
老
朽
た
め
池

の
改
修
事
業
や
「
中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
　

次
に
、
林
業
は
「
森
林
整
備
地
域
活
動

支
援
事
業
」
や
「
間
伐
推
進
３
ヵ
年
緊
急

対
策
事
業
」
を
継
続
す
る
ほ
か
、
市
単
独

の
作
業
道
整
備
に
対
す
る
助
成
も
引
き
続

き
行
い
ま
す
。
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
内

迫
漁
港
と
平
床
漁
港
の
「
漁
村
再
生
交
付

金
事
業
」
を
実
施
す
る
ほ
か
、
漁
獲
物
運

搬
保
冷
庫
ト
ラ
ッ
ク
や
自
動
給
油
シ
ス
テ

ム
導
入
に
か
か
る
「
沿
岸
漁
業
振
興
特
別

対
策
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

商
工
観
光
関
係　

各
商
工
会
の
運
営
に
対
し

助
成
を
行
う
ほ
か
、
立
地
企
業
等
に
対
し

さ
こ

ひ
ら
と
こ

う
ち

　

国
東
市
の
平
成
18
年
度
通
年
予
算
（
年
間

予
算
）
が
、
６
月
26
日
㈪
か
ら
開
催
さ
れ
た

第
１
回
国
東
市
議
会
定
例
会
で
審
議
さ
れ
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
来
、「
当
初
予
算
」
と
は
、
当
該
年
度

の
４
月
か
ら
３
月
ま
で
の
年
間
予
算
を
、
前

年
度
の
３
月
議
会
で
承
認
可
決
さ
れ
た
も
の

を
指
し
ま
す
が
、
国
東
市
は
、
平
成
18
年
３

月
31
日
に
合
併
し
た
た
め
、
平
成
18
年
度
に

限
り
「
当
初
予
算
」
は
存
在
し
な
い
こ
と
と

な
り
ま
す
。
選
挙
に
よ
り
、
新
市
長
や
新
市

議
会
議
員
が
決
ま
る
ま
で
の
間
は
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
、「
暫
定
予
算
」
と
呼

ば
れ
る
予
算
を
編
成
し
て
執
行
し
て
い
ま
し

た
が
、
６
月
定
例
議
会
で
「
通
年
予
算
」
と

呼
ば
れ
る
国
東
市
の
年
間
予
算
が
可
決
成
立

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
別
表
の
一
般
会
計

並
び
に
特
別
会
計
予
算
の
概
要
書
に
は
、
平

成
18
年
度
の
予
算
名
称
は
、「
通
年
予
算
」、

17
年
度
の
予
算
名
称
は「
当
初
予
算
」と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
暫
定
予
算
は
こ
の
通
年

予
算
の
可
決
成
立
と
同
時
に
通
年
予
算
に
吸

収
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
が
進
め
る
「
三
位
一
体
改
革
」
に
よ
り
、

地
方
交
付
税
や
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
が
削

減
さ
れ
、
平
成
17
年
度
の
旧
４
町
で
は
、
約

12
億
３
千
６
百
万
円
、
合
併
し
た
平
成
18
年

度
の
国
東
市
で
も
約
11
億
６
千
５
百
万
円
も

の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
過
去
に

例
を
見
な
い
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
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平
成
18
年
度
主
要
事
業

て
「
工
業
等
立
促
進
補
助
金
」
を
交
付
す

る
ほ
か
、
ソ
ニ
ー
の
「
駐
車
場
整
備
事
業
」

や
キ
ヤ
ノ
ン
の
工
業
揚
水
用
の
「
水
源
整

備
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

観
光
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
観
光
名
跡

や
行
事
を
は
じ
め
、
新
市
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
「
仏
の
里
く
に
さ
き
」
を
県
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
、
ポ
ス
タ
ー

等
を
作
成
す
る
ほ
か
、
旧
４
町
そ
れ
ぞ
れ

の
お
祭
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
の
飛

躍
を
願
い
、
市
民
総
参
加
の
も
と
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

建
設
関
係　

道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
旧
町

か
ら
の
継
続
事
業
を
中
心
と
し
た
「
市
道

改
良
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
引

き
続
き
県
営
に
よ
る
「
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
事
業
」
や
市
単
独
で
行
う
同
事
業
に
よ

り
危
険
地
域
の
解
消
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

住
宅
事
業
に
つ
い
て
は
、
賃
貸
用
住
宅

を
新
築
し
た
建
築
主
に
、「
賃
貸
用
住
宅
新

築
報
奨
金
」
を
旧
町
か
ら
の
引
継
ぎ
事
業

と
し
て
交
付
す
る
と
と
も
に
、
老
朽
市
営

住
宅
の
修
繕
工
事
を
実
施
す
る
な
ど
の
対

策
を
講
じ
ま
す
。

消
防
防
災
関
係　

国
見
出
張
所
の
救
急
自
動

車
の
更
新
並
び
に
車
庫
の
新
築
を
行
う
ほ

か
、
１
１
９
番
通
報
の
管
内
一
括
受
信
体

制
を
確
立
さ
せ
る
た
め
の
「
防
災
無
線
不

感
地
帯
解
消
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

教
育
関
係　

平
成
20
年
４
月
の
開
校
、
開
園

に
向
け
た
安
岐
地
区
の
統
合
小
学
校
、
統

合
幼
稚
園
の
建
設
事
業
に
着
手
す
る
ほ
か
、

老
朽
し
た
武
蔵
学
校
給
食
調
理
場
を
国
東
、

武
蔵
、
安
岐
地
区
の
合
同
米
飯
施
設
と
し

て
の
共
同
調
理
場
の
建
替
事
業
に
も
着
手

し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
重
度
の
障
が
い
を
持
っ
た
児
童
が

安
全
に
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
、
簡
易
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
工
事
を
武
蔵
東
小
学
校
で
実
施
す
る

ほ
か
、
国
東
地
区
の
小
学
校
校
舎
、
体
育
館

を
対
象
に
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、「
豊
か
な
生
涯

学
習
社
会
の
形
成
と
社
会
教
育
の
推
進
」

「
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
」「
人
権

尊
重
社
会
の
確
立
を
目
指
す
人
権
教
育
の
推

進
」「
文
化
活
動
の
推
進
」「
活
力
を
生
み
出

す
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
の
５
つ
の
重
点
目
標

を
掲
げ
て
、
各
種
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
　

文
化
財
関
係
に
つ
い
て
は
、「
ケ
ベ
ス
祭
」

「
修
正
鬼
会
」「
吉
弘
楽
」「
諸
田
御
田
植
祭
」

な
ど
地
域
に
受
け
継
が
れ
た
す
ば
ら
し
い

無
形
文
化
財
の
保
存
団
体
に
対
し
、
引
き

続
き
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、「
重
要
文
化

財
泉
福
寺
仏
殿
」や「
史
跡
三
浦
梅
園
旧
宅
」

の
「
保
存
修
理
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

【
総
務
費
】

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業

約
４
１
１
、
０
０
０
千
円

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
助
成
事
業

約
２
６
、
３
１
０
千
円

【
民
生
費
】

　

生
活
保
護
費 

約
４
６
３
、
２
０
０
千
円

　

知
的
障
が
い
者
施
設
訓
練
等
支
援
費

約
２
３
６
、
２
３
０
千
円

【
衛
生
費
】

　

し
尿
処
理
施
設
整
備
事
業

約
１
６
１
、
２
７
０
千
円

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業

約
１
１
９
、
５
７
０
千
円

【
農
業
費
】

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業

約
１
０
５
、
２
６
０
千
円

　

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業

約
２
６
、
０
０
０
千
円

　

漁
港
再
生
交
付
金
事
業約

２
９
、
３
５
０
千
円

【
商
工
観
光
費
】

　

工
業
揚
水
用
井
戸
増
設
事
業

約
４
２
、
０
０
０
千
円

　

駐
車
場
整
備
事
業 

約
１
６
、
０
０
０
千
円

【
消
防
費
】

　

救
急
自
動
車
購
入
事
業約

１
７
、
２
３
０
千
円

【
教
育
費
】

　

統
合
学
校
施
設
整
備
事
業

約
１
６
９
、
３
４
０
千
円

　

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
リ
ー
ス
事
業

約
１
４
、
２
０
０
千
円

　

三
浦
梅
園
旧
宅
保
存
修
理
事
業

約
３
２
、
４
８
０
千
円

も
ろ

し
ゅ
じ
ょ
う
お
に
え

た
お
ん
た
う
え
ま
つ
り

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
限
ら
れ
た
財
源
の

な
か
で
工
夫
を
こ
ら
す
と
と
も
に
、
庁
内
経

費
の
節
減
は
も
と
よ
り
、「
聖
域
」
を
設
け

る
こ
と
な
く
、
す
べ
て
の
事
業
に
つ
い
て
、

ゼ
ロ
か
ら
見
直
す
一
方
、
旧
４
町
の
こ
れ
ま

で
の
経
緯
や
経
過
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
対

話
行
政
の
推
進
に
よ
る
公
平
・
公
正
な
行
政

を
念
頭
に
、
市
民
の
皆
様
の
関
心
も
強
い

「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業
」
や
「
市

道
改
良
事
業
」
な
ど
必
要
性
・
緊
急
性
の
あ

る
事
業
や
地
域
間
の
均
衡
に
も
配
意
し
た
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
町
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

は
地
域
の
飛
躍
を
願
い
、
市
民
総
参
加
の
も

と
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
で
実
施
す
る
主
な
事
業
で
は
、

保
健
福
祉
活
動
の
拠
点
で
あ
る
各
地
域
の
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
引
き
続
き
促
進

し
、
健
康
予
防
対
策
と
保
健
医
療
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
農
林
水
産
や
商
工
業
な

ど
の
振
興
、
さ
ら
に
学
校
教
育
の
充
実
、
児

童
生
徒
の
健
全
育
成
、
快
適
な
生
活
基
盤
の

整
備
を
図
る
た
め
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
一
般
会
計
に
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
や
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計
な

ど
、
13
の
特
別
会
計
の
予
算
を
加
え
た
予
算

総
額
は
、
３
９
０
億
７
千
１
４
９
万
７
千
円

と
な
り
ま
す
。
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用
語
解
説

暮
ら
し
を
支
え
る
特
別
会
計

東
南
海・南
海
地
震
の
発
生
に
備
え
て

市
税　

皆
さ
ん
か
ら
、
市
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
（
市

民
税
・
固
定
資
産
税
・
市
た
ば
こ
税
等
）
で
す
。

地
方
交
付
税　

国
税
五
税
（
所
得
税
・
法
人
税
・
酒
税
・
消

費
税
・
た
ば
こ
税
）
の
中
か
ら
市
の
規
模
・
財
源
に
応
じ

て
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

所
得
譲
与
税　

三
位
一
体
改
革
の
所
得
税
か
ら
の
暫
定
的
な

税
源
移
譲
と
し
て
、
平
成
16
年
度
に
創
設
。
地
方
譲
与
税

の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

国
庫
・
県
支
出
金　

特
定
の
行
政
目
的
を
も
っ
て
、
特
定
の

事
務
・
事
業
の
全
部
又
は
一
部
に
充
て
る
た
め
に
国
や
県

か
ら
支
出
さ
れ
る
お
金
で
す
。

人
件
費　

職
員
や
特
別
職
の
給
与
、
議
員
及
び
各
種
委
員
会

委
員
の
報
酬
に
使
う
お
金
で
す
。

物
件
費　

消
耗
品
費
、
旅
費
、
業
務
委
託
料
な
ど
、
消
費
的

経
費
に
使
う
お
金
で
す
。

繰
出
金　

国
民
健
康
保
険
な
ど
の
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
と

し
て
使
う
お
金
で
す
。

普
通
建
設
事
業
費　

道
路
・
橋
梁
等
の
整
備
や
公
共
施
設
の

増
改
築
に
要
す
る
経
費
と
し
て
使
う
お
金
で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計　

農
業
や
自
営

業
の
方
を
対
象
に
、
退
職
者
の
疾
病
・
負
傷
、

出
産
、
死
亡
に
関
し
て
、
必
要
な
保
険
給
付

を
行
う
会
計
で
す
。

老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計　

75
歳
以
上
の

方
の
医
療
費
に
対
し
て
、
医
療
給
付
を
行
う

会
計
で
す
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
介
護
保
険
事
業
勘

定
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）　

介
護
保

険
事
業
勘
定
は
、
老
後
の
安
心
を
社
会
全
体

で
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
利
用
者
の
希
望

を
尊
重
し
た
総
合
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
保

険
給
付
を
行
う
会
計
で
す
。

　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
は
、
姫
見
苑
、

む
さ
し
苑
で
の
施
設
入
所
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が

受
け
ら
れ
る
た
め
の
会
計
で
す
。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計　

同
和

地
区
の
環
境
改
善
の
た
め
、
住
宅
新
築
資
金

や
住
宅
改
修
資
金
な
ど
の
貸
与
を
行
う
た
め

の
会
計
で
す
。
現
在
は
償
還
業
務
の
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計　

安
全
で
お
い
し
い

水
を
供
給
で
き
る
よ
う
、
水
道
施
設
な
ど
の

管
理
・
運
営
等
を
行
う
会
計
で
す
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計　

国
東
地
区
の
都

市
計
画
区
域
を
主
に
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と

公
共
用
水
域
の
保
全
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た

会
計
で
す
。

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計　

国
見
・
武
蔵
・
安
岐
地
区
に
お
い
て
、
公
衆

衛
生
の
向
上
と
公
共
用
水
域
の
保
全
の
た
め

に
設
置
さ
れ
た
会
計
で
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計　

安
岐
地
区
の

農
業
集
落
内
の
公
共
用
水
域
の
保
全
と
環
境
の

改
善
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
会
計
で
す
。

浄
化
槽
設
置
事
業
特
別
会
計　

武
蔵
地
区
の
特

定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
の
排
水
区
域

内
で
あ
っ
た
地
域
が
、
排
水
区
域
外
に
変
更
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、地
域
の
公
共
用
水
域
の
保

全
と
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た

会
計
で
す
。

自
動
車
学
校
特
別
会
計　

国
東
自
動
車
学
校
の

管
理
・
運
営
等
を
行
う
会
計
で
す
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
特
別
会
計　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
、
宿

泊
や
食
事
あ
る
い
は
自
転
車
の
貸
出
し
を
目

的
に
設
置
さ
れ
た
会
計
で
す
。

工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計　

誘
致
企
業
に
工

業
用
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た

会
計
で
す
。
現
在
は
、
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ

ク
タ
九
州
㈱
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
事
業
特
別
会
計　

地
域
医
療
機
関
と

の
連
携
の
も
と
、
地
域
医
療
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
会
計
で
す
。

①平成18年度
　通年予算額

19,011,935
3,801,626
5,620,226
3,443,063

688,719
12,344

501,366
514,827

1,355,173
70,018
15,516
73,174
52,637
25,195

0
4,471

3,634,042
65,843

247,165
39,071,497

②平成17年度
　旧4町当初
　予算合計額

19,789,934
3,663,476
5,442,182
3,572,358

662,290
12,762

568,347
502,375

1,476,654
102,008
28,533
72,817
46,323
25,263

0
10,886

3,873,106
142,759
422,518

40,271,832

増減額
△777,999

138,150
178,044
△129,295

26,429
△ 418

△66,981
12,452

△121,481
△31,990
△13,017

357
6,314
△68

0
△6,415

△239,064
△76,916
△175,353
△1,200,335

増減率
△3.9%

3.8%
3.3%
△3.6%

4.0%
△3.3%
△11.8%

2.5%
△8.2%
△31.4%
△45.6%

0.5%
13.6%
△0.3%

0.0%
△58.9%
△6.2%
△53.9%
△41.5%
△3.0%

区　　　　　　　　　　　　分

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計
老 人 保 健 医 療 事 業 特 別 会 計

介護保険事業勘定
介護サービス事業勘定

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
特定環境保全公共下水道事業特別会計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
浄 化 槽 設 置 事 業 特 別 会 計
自 動 車 学 校 特 別 会 計
サイクリングターミナル事業特別会計

収益的収入・支出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出
収益的収入・支出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

合　　　　　　　　　　　　　　計

介護保険事業特別会計

工 業 用 水 道 事 業
特 別 会 計

市 民 病 院 事 業
特 別 会 計

増減比較（①－②）

※特別会計合計には、市民病院事業特別会計の資本的収入は加算していません。

（単位：千円）一般会計・特別会計別の予算概要
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助
役
に
森
正
二
氏
、

収
入
役
に
河
野
猛
氏
が
就
任

東
南
海・南
海
地
震
の
発
生
に
備
え
て

東
南
海・南
海
地
震
の
発
生
に
備
え
て

東
南
海・南
海
地
震
の
発
生
に
備
え
て

大
分
県
総
合
防
災
訓
練
の

実
行
委
員
会
開
催

　

新
市
発
足
後
、
不
在
と
な
っ

て
い
ま
し
た
助
役
お
よ
び
収
入

役
の
人
事
案
件
が
、
６
月
26
日

㈪
開
会
の
第
１
回
国
東
市
議
会

定
例
会
に
提
案
さ
れ
、
議
会
の

同
意
を
得
て
、
７
月
７
日
㈮
付

　

な
お
、
助
役
・
収
入
役
の
就

任
に
と
も
な
い
、
７
月
21
日
㈮

付
け
で
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

（
部
長
・
課
長
級
を
掲
載
）

※

（　

）
内
は
前
職

◆
部
長

総
務
企
画
部
長

　

麻
生　

拓
之

（
産
業
商
工
部
長
）

産
業
商
工
部
長

　

久
保　

信
男

（
土
木
建
設
部
建
設
課
長
）

◆
課
長

土
木
建
設
部
建
設
課
長

　

佐
藤　

光
義

（
安
岐
総
合
支
所
地
域
建
設

課
長
）

武
蔵
総
合
支
所
地
域
建
設
課
長

　

岡
崎　

峰
夫

（
武
蔵
総
合
支
所
地
域
建
設

課
長
補
佐
兼
水
道
係
長
）

安
岐
総
合
支
所
地
域
建
設
課
長

　

阿
部　

泰
世

（
安
岐
総
合
支
所
地
域
建
設

課
長
補
佐
兼
工
務
係
長
）

　

近
い
将
来
起
こ
る
可
能
性
の

高
い
「
東
南
海
・
南
海
地

震
」。
こ
の
地
震
に
よ
る
津
波

被
害
な
ど
を
想
定
し
た
大
規
模

な
総
合
防
災
訓
練
が
、
８
月
27

日
㈰
に
国
東
市
を
は
じ
め
中
津

市
・
宇
佐
市
・
豊
後
高
田
市
・

姫
島
村
で
同
時
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
27
日
㈰
午
前

９
時
に
紀
伊
半
島
沖
お
よ
び
四

国
沖
を
震
源
と
し
た
東
南
海
お

よ
び
南
海
地
震
が
同
時
に
発
生

し
、
豊
後
水
道
・
瀬
戸
内
海
沿

岸
に
対
し
て
津
波
警
報
の
「
オ

オ
ツ
ナ
ミ
」
が
発
表
さ
れ
た
と

の
想
定
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

国
東
市
に
お
い
て
は
、
津
波

の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
国
見
町

向
田
区
を
は
じ
め
11
行
政
区
を

対
象
と
し
た
避
難
訓
練
や
、
初

期
消
火
訓
練
、
メ
イ
ン
会
場
の

武
蔵
多
目
的
広
場
（
武
蔵
町
）

で
埋
没
者
救
出
訓
練
、
心
肺
蘇

生
訓
練
や
炊
出
し
給
水
訓
練
、

関
連
機
関
に
よ
る
各
種
訓
練
等

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所

に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

県
や
関
係
機
関
等
と
連
携
を
図

る
運
営
訓
練
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　

な
お
、
訓
練
の
詳
細
に
つ
い

て
は
各
戸
回
覧
等
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

助
役　

森　

正
二

略
歴

国
東
農
業
高
校
卒

１
９
７
０
年
旧
安
岐
町
に
入
職

東
国
東
広
域
連
合
事
務
局
次
長
、

旧
安
岐
町
企
画
課
長

安
岐
町
出
身

収
入
役　

河
野　

猛

略
歴

国
東
農
業
高
校
卒

１
９
６
９
年
旧
武
蔵
町
に
入
職

旧
武
蔵
町
建
設
課
長

武
蔵
町
出
身

け
で
助
役
に
森
正
二
氏
（
55

歳
・
前
市
総
務
企
画
部
長
）、

河
野
猛
氏
（
58
歳
・
前
市
武
蔵

総
合
支
所
地
域
建
設
課
長
）
が

就
任
し
ま
し
た
。（
任
期
は
平
成

22
年
７
月
６
日
ま
で
）

▲消防、警察、自衛隊等、防災関係機関から25名が参加して、
　アストくにさきで開催された実行委員会（７月12日㈬）

も
り

ま
さ
じ

こ
う
の

た
け
し
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くにさきスポーツ情報くにさきスポーツ情報

第１回 国東市ナイターソフトボール大会開催

初代王者に松原A！（国東町）

木戸会長（写真中央）から、照山市長、吉松京一市ソフトボール連盟▶
会長（写真右）に優勝カップが手渡されました（７月２５日（火））

▲Ａ部優勝の「松原Ａ」チーム
　②「今在家Ａ」③「小原清流」「今在家Ｂ」

▲Ｂ部優勝の「重藤」チーム
　②「長野」③「上小原鷹ノ巣おろし」「浜陰」

▲Ａ部優勝の「大添」チーム
　②「下原湊」③「塩屋13区」「一の瀬」

▲Ｂ部優勝の「東小川」チーム
　②「上油留木」③「弁分」「久末」

▲決勝大会優勝の「松原A」チームの皆さん

小
城（
武
蔵
町
）

松
原
Ａ（
国
東
町
）

松原Ａ（国東町）

下
原
湊（
安
岐
町
）

浜
中（
国
見
町
）

下
櫛
来
Ｂ（
国
見
町
）

大
添（
安
岐
町
）

今
在
家
Ａ（
国
東
町
）

糸
原
上
Ａ（
武
蔵
町
）

▲優勝の「糸原上Ａ」チーム
　②「小城」③「吉広上」「麻田下」

▲Ａ部優勝の「浜中」チーム
　②「下櫛来Ｂ」

▲Ｂ部優勝の「本城」チーム
　②「西中」

▲国東町の全チーム、国見・武蔵・安岐３町からそれぞれ５チームの選手や大会関係者約400人が
　参加して行われた開会式（７月１０日（月）・国東陸上競技場）

　国東ライオンズクラブ（木戸昌夫会長）から、「国東市
ナイターソフトボール大会の優勝チームの栄誉を称え、市
の発展と市民の融和のため、今後の大会に活用くださ
い。」と優勝カップが寄贈されました。

国東ライオンズクラブが優勝カップを寄贈

 大分合同新聞社旗争奪・第１回国東市ナイターソフトボール大会が、７月10日㈪に
開幕しました。市発足後初となる大会には、全市から103チームが参加。これまで旧
町で開催されていた大会
は、予選会として各町で
行われ、初代王者と県大
会出場目指して熱戦を繰
り広げました。

　国東野球場・陸上競技場行われ
た決勝大会（７月27日㈭・28日
㈮）には、各予選会の上位２チー
ムが参加。28日㈮の決勝戦は、初
回に相手のミスと安打で５点を入
れ、その後も毎回得点の松原A
（国東町）が、糸原上A（武蔵
町）を犠牲フライの１点に押さ
え、見事初代王者に輝きました。
個人賞は右のとおり。（敬称略）

▷勝利監督賞　小田久光▷最高殊勲選手賞　小田博文▷最優秀投手賞　只森弘宣
（以上松原A）▷最優秀女性賞　浦野幸子▷最優秀打撃賞　難波直紀（以上糸原
上A）▷敢闘賞　国広香織（下櫛来B）
優勝  松原A（国東町）　第２位  糸原上A（武蔵町）　第３位  浜中・下櫛来B（国見町）

▲「地域の親睦を深
め、選手一同最後ま
で戦い抜きます。」と
力強く宣誓する小原
清流チーム（国東
町）の日隈辰則選手

国東予選会 安岐予選会

武蔵予選会 国見予選会各地区予選会
結果

決勝大会結果
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第１回会長杯ミニバレーボール大会
６月25日㈰　国東体育館・安岐体育館

▶
フ
リ
ー
の
部
Ａ
パ
ー
ト
で
優
勝
し
た

　
「
旭
日
」の
皆
さ
ん

　

②「
来
浦
レ
デ
ィ
ー
ス
」

▶
フ
リ
ー
の
部
Ｂ
パ
ー
ト
で
優
勝
し
た

　
「
竹
田
津
マ
リ
ー
ン
ズ
」の
皆
さ
ん

　

②「
混
成
カ
モ
メ
」

▶
年
齢
制
限
の
部
Ａ
パ
ー
ト
で
優
勝
し
た

　
「
旭
日
」の
皆
さ
ん

　

②「
ド
リ
ー
ム
Ａ
Ｋ
Ｉ
」

▶
年
齢
制
限
の
部
Ｂ
パ
ー
ト
で
優
勝
し
た

　
「
上
国
崎
」の
皆
さ
ん

　

②「
田
深
」

第１回国東市長杯少年野球大会
７月１日㈯・２日㈰　国東野球場・陸上競技場

▲優勝した「伊美ジャガーズ」の皆さん
　②「武蔵コンドルＡ」③「武蔵コンドルＢ」「妙見」（参加13チーム）

❖平山・前川ペア（安岐ＢＯＭＢＥＥソフトテニスクラブ）が九州大会優勝報告❖
　安岐BOMBEEソフトテニスクラブの平山功基（西安岐小６
年）・前川祐之介（安岐小５年）組が、第12回九州小学生親善
ソフトテニス大会の小学校男子の部で優勝し、７月26日㈬に難
波達文監督と市役所を訪れ、照山俊一市長に九州大会優勝を報
告しました。
　７月15日㈯に熊本県民総合運動公園で開催された九州大会に
は、全九州から120チームが参加。平山・前川ペアは、決勝
トーナメントで決勝までの４試合でわずか２セットを失っただ
けで、見事優勝を果たしました。

▲全国大会でも優勝めざしてがんばります

第１回市長杯グラウンドゴルフ大会
７月１日㈯　国東陸上競技場

▶
団
体
の
部
で
優
勝
し
た

　
「
志
ま
る
Ｂ
」の
皆
さ
ん

　

②「
西
安
岐
」③「
田
深
Ａ
」

　
　
　
　
（
参
加
23
チ
ー
ム
）

▶
個
人
の
部
入
賞
者
の
皆
さ
ん

　

左
か
ら
3
位
・
岡
彰
彦
さ
ん（
豊
崎
Ａ
）

　

優
勝
・
神
山　

一
さ
ん（
西
安
岐
）

　

2
位
・
手
縄
善
吉
さ
ん（
志
ま
る
Ｂ
）
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クリーンアップ作戦を実施！

　海水浴シーズンを前に、きれいな羽田海岸を守ろ
うと７月２日㈰午前７時30分から現地で清掃活動が
行われました。３年前から行われているこの活動に
は、柳・浦手区、同区の老人クラブ、富来ようなれ
会、やよい会、商工会の各会員が参加。今回は、富
来中学校の全校生徒、地元の幼稚園児、小学生、高
校生らも参加し、約150名で海岸に捨てられた空き
缶等のゴミの収集や、雑草の草刈を行いました。ま
た、終了後国東消防署員の指導による救急講習会が
開催されました。

◆くにさき企業会が海岸清掃
　７月９日㈰午前９時から黒津崎海岸で、くにさき
企業会（萱島進会長）主催の海岸清掃が行われまし
た。
　くにさきの美しい海岸の美化と、同会に加盟する
企業・事業所の従業員とその家族の親睦を目的とし
て昨年から行われており、約120名が参加しました。
　あいにくの雨模様でしたが、参加者の皆さんは空
き缶・ビン・発泡スチロール等を拾い、約１時間か
けて、軽トラック２台分のゴミを回収しました。

▲きれいな羽田海岸を守ろう！ ▲雨の中行われた海岸清掃のようす

▲国見町岡・馬ノ瀬海岸でのようす ▲安岐海岸でのようす

▲不燃物集積所に持ち込まれた自転車

くにさきの海をきれいにしよう！羽田海岸美化作戦を実施

　７月２日㈰、午前７時から、町内各地区で実施。
各行政区ごとに道路や川、海などで空き缶、空きビ
ン、ペットボトルなどを回収しました。

武蔵町クリーンアップ作戦
　７月16日㈰、国東町で
市民一斉清掃が実施され
ました。各地区では早朝
から草刈やゴミ拾いなど
の清掃活動が行われ、併
せて粗大ゴミの回収も行
われました。

国東町で市民一斉清掃

◆国見
　町内の沿岸６ヵ所（馬ノ
瀬、櫛海、権現、櫛来、小
江、島田）で実施され、地
域の皆さんをはじめ各種団
体や小・中学生ら500名が
参加して行われました。

国見町・安岐町で海の日を前にクリーンアップ作戦　７月15日㈯
◆安岐
　安岐海岸で地元
老人クラブ、安岐
中学校、各種団体
や市職員ら約700
名が参加して行わ
れました。

市内各地で本格的な夏を前に、一斉清掃が行われました。
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（平成18年４月１日現在）

　開催まで800日をきった「チャレンジ！おおいた国体」
に向けて、７月26日㈬午後１時30分からアストくにさ
き・アグリホールで、大会関係者約100人が出席して、
「チャレンジ！おおいた国体」国東市実行委員会の設立
総会と第１回総会が行われました。
　設立総会では、設立発起人を代表して照山俊一市長
が、「全国から訪れる選手･役員、大会関係者を温かく迎
え入れ、心に残る素晴らしい大会になるように、国東市
民の総力を挙げて準備を進めていきましょう。」とあい
さつをしました。設立趣意書が読み上げられ、実行委員
会の役員を選出、実行委員会の会長には照山市長が選任
されました。
　１巡目大分国体の記録ビデオ「青春の賛歌」を視聴し
た後第１回総会があり、照山会長から委員の代表者４名

に委嘱状が交付されました。　  
　このあと大会開催基本方針や本年度の事業計画・予算
案などが審議され、「チャレンジ！おおいた国体」の成
功に向けて、市民の英知と情熱を結集し、簡素な中にも
心のこもった国東市らしい国体の構築を図っていくこと
が確認されました。

国東市は第63回国民体育大会
ウエイトリフティング競技会の開催地です

●チャレンジ！ おおいた国体についての問い合わせは

国東市 国体推進室（アストくにさき内）
TEL ０９７８－７２－０３５４
E-mail:kokutai-suishin@city.kunisaki.lg.jp

国体情報をインターネットでお届けしています。

大分県国民体育大会・障害者スポーツ大会局
０９７－５３７－２００８
http://www.pref.oita.jp/19000/
kokutai2008@pref.oita.lg.jp

事務局
TEL
ホームページ
電子メールアドレス

チャレンジ！ おおいた国体・おおいた大会実行委員会

「　　　　　　　　　　」国東市実行委員会が設立
簡素な中にも夢と感動を実感できる大会に

「チャレンジ！おおいた国体」国東市
　開催競技及び競技会場予定施設等

「チャレンジ！おおいた国体」の
  マスコットグッズを販売しています

▲マスコットグッズ

▲アグリホールで開催された国東市実行委員会設立総会・第1回総会

種　　別

アストくにさき・アストホール
アストくにさき・アグリホール

武蔵野球場
安岐野球場
安岐多目的グラウンド

国見生涯学習センター前
スタート・ゴール

デモンスト
レーション
としての
スポーツ行事

正式競技　
　成年男子
　少年男子

ウエイト
リフティング

軟式野球
（少年少女）

デュアスロン

会場予定施設

⑴めじろんぬいぐるみ（小）
⑵めじろん携帯ストラップ
⑶めじろんピンズ

種類及び販売価格
500円
500円
300円

　「チャレンジ！おおいた国体」国東市実行委員会で
は、チャレンジ！おおいた国体・おおいた大会のマスコ
ットグッズを販売しています。グッズの販売代金は大分
県実行委員会を通じて大分県に全額寄付され、全国の
人々をおもてなしの心でお迎えする経費、人と環境にや
さしい大会のための経費、魅力あふれる大会とするため
の経費に充てられます。

競　　技
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パソコン教室（エクセル基礎講座）を開催します！パソコン教室（エクセル基礎講座）を開催します！

くにさきの青少年を地域ぐるみで見守り、育てようくにさきの青少年を地域ぐるみで見守り、育てよう

企業の訪問をしました

くにさきの青少年を地域ぐるみで見守り、育てようくにさきの青少年を地域ぐるみで見守り、育てよう

　６月23日㈮～29日㈭までの１週間は男女共同参画
週間でしたが、この期間中とその後に国東市人権擁
護委員さんと市の人権同和対策課、企画課男女共同
参画係で市内の会社をお訪ねいたしました。
　職場の中での男女共同参画についてお話を伺いま
した。男性が多い職場の中で、女性ではこれまでむ
ずかしいとされていた部署への女性の登用を行った
り、研修や講演会への参加をしたり、と企業の方も
前向きな方向で、男女共同参画を進められており、
とてもうれしく思いました。お仕事の忙しい中、時
間をさいていただき、ありがとうございました。
　今回は武蔵町の
　◆由布合成化学株式会社　◆ムサシ工業株式会社
　◆ヤンマ－造船株式会社　◆型研精工株式会社
以上の４社をお訪ねしました。
　これから、期間に限らず、市内の他の会社もお訪
ねしたいと考えていますので、よろしくお願いいた
します。
　国東市では、発足と同時に国東市男女共同参画推
進条例が施行されました。この条例は７月号でお知
らせしました国の男女共同参画社会基本法に基づい
た法律です。国東市は、これからこの条例を基に計
画の策定を行う予定ですが、市民の皆様のご協力が
必要になります。
　どうぞ、皆様のご協力をよろしくお願いいたし
ます。

県消防操法大会に
向けて猛特訓中！

いつまでもお元気で

丸尾エンさん（国東町）

　　歳おめでとう！

　７月19日㈬に、国東町来浦の丸尾エンさんが100歳
の誕生日を迎え、照山俊一市長がお祝いのため町内
に入院している丸尾さんを訪問しました。
　６人の子どもさんや親族が見守る中、照山市長が
「100歳のお誕生日おめでとうございます。いつまで
もお元気でいてください。」と賞状と記念品を贈りま
した。
　国東市になって最初に100歳となられた丸尾さんは、
明治39年生まれで、体調を崩し現在入院中ですが、そ
れまでは病気知らずだったそうです。甘い物が好物
で、６人の子ども、12人の孫、17人のひ孫に恵まれ、
皆さんが訪れるのを楽しみにしています。
　なお、市内で今年度100歳になられる方は17人で、
今年度100歳以上となる方は34人となります。

　７月14日㈮アストくにさきアグリホールで、国東市
青少年健全育成市民会議の設立総会が開催されまし
た。
　設立総会には、市内各地域から約60名の関係者が出
席し、会則、活動方針・事業計画、収支予算について
協議し、決定しました。役員選任では、初代会長に照
山俊一市長、副会長に森正二助役、小野正利市区長会
長、藤原雅章市教育委員会教育委員長の３名、理事長
に吉井孝光教育長、副理事長に清末芳晴教育次長、理
事７名、監事２名の役員を選任しました。
　この市民会議は、国東市の次代を担う青少年を健
全に育成することをめざし、市をあげて地域ぐるみで
見守り、育てていくことを目的に、旧４町に支部を置

▲照山市長、子どもさんや親族に囲まれ１００歳の誕生日を祝う丸尾エンさん
　（写真中央）

▲設立総会のようす

いて連携を図りながら活動を行っていきます。
　また、総会終了後、泉福寺住職の無着成恭さんに
よる「子どもは誰でも大人になれるか」と題した記念
講演が行われました。

100100

こんにちは！ 企画課男女共同参画係です
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パソコン教室（エクセル基礎講座）を開催します！パソコン教室（エクセル基礎講座）を開催します！

県消防操法大会に
向けて猛特訓中！
県消防操法大会に
向けて猛特訓中！

くにさきの青少年を地域ぐるみで見守り、育てよう

市単林道舗装
補助事業について

　森林の有する多面的機能が充分に発揮されるよ
う、適切な森林整備を推進し、林業の振興を図るた
め、作業道、簡易作業路の整備に要する経費を補助
する事業です。
　この事業の申し込みについては、下記の要件によ
り補助金を交付しますので、詳しいことは各総合支
所地域産業課までお問い合わせください。

　要　　件
1３戸以上で構成された協業体が所有する路線で、
既設の林業関係作業道等の整備に要する経費であ
ること。
2森林整備で間伐、保育等で長期的に利用し、開設
時路線規格が県単簡易作業路以上であること。
（舗装幅員が２～３ｍ）
3椎茸原木の搬出、竹林の生産、その他特用林産物
の生産のための路線であること。
4国、県の補助対象にならないものであること。
　補 助 金
1補助額は補助対象経費（設計額）の45％以内とす
る。
2事業対象額は設計額で下限を20万円以上、上限を
200万円以下とする。（補助金額で９万円以上、90
万円以下とする。）
　なお、上限を超える事業費については、全額自己
負担とする。
　申込期限
　８月31日㈭
　問い合わせ
国見総合支所地域産業課………………☎0978821113
国東総合支所地域産業課………………☎0978725198
武蔵総合支所地域産業課………………☎0978681970
安岐総合支所地域産業課………………☎0978671116

県消防操法大会に
向けて猛特訓中！
県消防操法大会に
向けて猛特訓中！

　８月20日㈰に開催される「第24回大分県消防操法
大会」に国東市消防団武蔵方面隊第12分団第１部の
手野班・吉広班が出場することになり、週３日
（月、水、金）午後７時から９時まで武蔵保健福祉
センター駐車場で、上位入賞を目指して厳しい練習
を続けています。多くの市民の皆さんの応援をお願
いします。
　大会に使う手野班の小型動力ポンプは、全国各地
の空港で駐車場の維持管理をしている㈶空港環境整
備協会から助成を受け
たものです。協会で
は、業務の益金を全国
の空港周辺にある自治
体に寄与するため、寄
付や助成事業を行って
おり、平成17年度に
は、小型動力ポンプの
他に、古市班が消防積
載車の助成を受けてい
ます。

パソコン教室（エクセル基礎講座）を開催します！
日　時▶８月28日㈪・29日㈫
　　　　午後７時～９時
場　所▶アストくにさき３階会議室
内　容▶エクセルの基礎講座
募集定員▶15名程度　※申し込み多数の場合は抽選いたします。
募集対象▶パソコンの基本操作のできる方
申込締切▶８月23日㈬

▲上位入賞目指して練習中の手野班・吉広班の皆さん

▲㈶空港環境整備協会の助成を受けた
　小型動力ポンプ

100

申込・問い合わせ▶
国東市役所企画課情報推進係
…………………………☎0978721111　内線237・238
各総合支所地域総務課総務係
国見総合支所……………………………☎0978821111
武蔵総合支所……………………………☎0978681111
安岐総合支所……………………………☎0978671111
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単
に
言
え
る
け

ど
、「
あ
り
が
と
う
」
と
か
「
ご
め
ん

な
さ
い
」
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
恥
ず

か
し
く
て
言
え
ま
せ
ん
。
一
年
く
ら
い

前
の
一
時
期
、「
ご
め
ん
な
さ
い
」
に

気
を
つ
け
て
い
た
時
も
あ
っ
た
け
ど
続

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
何
気
な
い
一

言
が
人
の
気
持
ち
を
変
え
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
気
を
つ
け

て
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
話
も
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
ま
で
何
十
年
も

経
っ
て
手
話
や
点
字
な
ど
が
広
が
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
今
ま
で
大
人
が
頑
張
っ

て
築
き
あ
げ
て
き
た
も
の
で
、
今
の
私

た
ち
は
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
あ

と
何
年
か
経
っ
た
ら
、
私
も
身
体
が
不

自
由
な
人
の
た
め
に
何
か
で
き
る
と
い

い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　

今
や
っ
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
拡
が
っ

て
い
ま
す
。
昔
は
今
の
よ
う
に
車
い
す

が
入
る
ほ
ど
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス
や
音
で

知
ら
せ
る
信
号
機
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
く

て
、
と
て
も
暮
ら
し
に
く
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
人
の
手
助
け
が
な
け
れ
ば
皆

と
同
じ
こ
と
が
で
き
ず
、
一
人
で
す
る

と
時
間
が
か
か
る
の
で
周
り
の
人
は
障

が
い
を
持
っ
て
い
る
人
を
避
け
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
周
り
か
ら
見
ら

れ
た
り
、
悪
口
を
言
わ
れ
て
傷
つ
い
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
私
が
大
人
に
な
っ

た
ら
皆
が
笑
顔
で
生
活
で
き
る
未
来
に

な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
ま
だ
今
の
私

で
は
力
に
な
れ
な
い
こ
と
の
方
が
多
い

け
ど
、
で
き
る
こ
と
を
し
て
後
悔
を
し

な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

城
崎
中
学
校
２
年

平　

田　

昌　

代

前
向
き
に
生
き
る
こ
と
は
カ
ッ
コ
い
い

　

７
月
13
日
㈭
の
一
学
期
末
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

生
徒
・
保
護
者
・
教
職
員
を
対
象
に
人

権
講
演
会
を
も
ち
ま
し
た
。
今
年
は
車

い
す
ア
ス
リ
ー
ト
で
先
の
シ
ド
ニ
ー
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
８
０
０
Ｍ
で
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、
日
本
を
代
表
す

る
選
手
で
あ
る
廣
道
純
さ
ん
を
講
師
に

お
招
き
し
ま
し
た
。

　
〝
生
き
る
こ
と
は
楽
し
い
よ
〞
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
自
身
の
体
験
と
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
生
き
方
を
と
お
し
て
伝
え

て
く
れ
ま
し
た
。
昨
今
、
世
の
中
は
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
将
来
へ
の
明
る
い
希
望
を
持

ち
に
く
い
時
代
で
す
が
、
大
人
の
し
か

も
身
体
に
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
人
が
、
目

標
を
持
っ
て
明
る
く
楽
し
く
生
き
て
い

る
そ
の
姿
だ
け
で
、
子
ど
も
た
ち
の
励

み
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

生
徒
の
感
想
に
『「
私
は
車
い
す
で

生
活
し
て
い
る
人
っ
て
不
便
で
か
わ
い

そ
う
」
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
全
然
そ

う
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
い
つ
も
目
標
を

持
っ
て
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
こ

の
よ
う
な
人
た
ち
も
多
く
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ひ
た
す
ら

前
だ
け
を
見
て
全
力
で
頑
張
っ
て
い
る

廣
道
純
さ
ん
の
姿
は
と
て
も
カ
ッ
コ
い

い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。』
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

自
身
の
事
故
に
つ
い
て
も
、
正
面
か

ら
受
け
止
め
、
前
向
き
に
行
動
す
る
こ

と
で
新
た
な
目
標
を
見
つ
け
、
目
標
を

追
う
こ
と
に
よ
っ
て
目
先
の
小
さ
な
問

題
を
乗
り
越
え
る
。
目
標
が
一
つ
ク
リ

ア
で
き
る
と
楽
し
い
の
で
ま
た
次
を
頑

張
る
と
い
う
、
と
て
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

生
き
方
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
誰
に
で
も
人
生
の
中
で
自

分
を
生
か
す
チ
ャ
ン
ス
は
何
度
か
あ

る
。
そ
れ
を
生
か
せ
る
か
ど
う
か
は
本

人
次
第
だ
。』
と
、
と
て
も
励
み
に
な

る
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
東
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
養
部
担
当

萱　

島　

幸　

子

７月、国東町内４つの中学校でそれぞれ人権に関する講演会などが行われました。
率直な感想や意見に、皆さんも共感する部分もあるのではないでしょうか？

▲７月８日㈯城崎中学校体育館で、人権コンサートが開催
　され、講師の田中良彦さん（長崎県）が「心の平和を
　求めて―ことばを考える―」というテーマで、音楽を通じ
　歌と語りで参加者の心に問いかけました

▲「生きることは楽しい」と話す廣道純さん
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みんなの顔が見えるまち

世
界
〝
和
〞
ひ
と
つ
（
世
界
は
一
つ
）

　

７
月
14
日
㈮
来
浦
中
学
校
体
育
館

で
人
権
講
演
会
を
開
催
し
た
。
講
師

に
市
報
で
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
る

国
東
市
国
見
総
合
支
所
の
国
際
交
流

員
ア
ン
ト
ン
眞
理
雄
さ
ん
を
招
き
、

「
世
界
〝
和
〞
ひ
と
つ
」
と
題
し
て
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
・
保
護
者
・
教
職
員
・
地
域
の

方
々
お
よ
そ
90
名
が
集
ま
り
、
眞
理
雄

さ
ん
の
実
体
験
に
基
づ
く
内
容
に
、
体

育
館
の
中
の
暑
さ
を
感
じ
な
い
ま
ま
時

間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

日
本
人
と
し
て
の
心
と
、
外
か
ら
見

た
日
本
を
同
時
に
感
じ
と
れ
る
心
を
備

え
持
っ
た
眞
理
雄
さ
ん
の
考
え
や
行
動

力
、
そ
し
て
言
葉
に
は
説
得
力
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

地
球
に
生
き
る
人
は
み
な「
地
球
人
」

と
い
う
考
え
方
、
中
学
生
に
使
っ
て
ほ

し
く
な
い
言
葉
と
し
て
は
「
ハ
ー
フ
」

「
ガ
イ
ジ
ン
」、
ま
た
『「
毎
年
人
権
に

つ
い
て
話
を
し
て
何
の
意
味
が
あ

る
？
」
っ
て
言
う
人
が
い
る
け
ど
「
来

浦
で
も
人
権
に
つ
い
て
話
し
て
い

る
」
っ
て
こ
と
が
大
切
と
思
う
。
人
権

に
つ
い
て
、
意
識
の
高
揚
に
貢
献
し
て

い
る
。
こ
の
力
を
感
じ
て
ほ
し
い
。』

と
い
う
言
葉
に
は
、
人
種
の
違
い
を
乗

り
越
え
て
一
人
の
人
間
と
し
て
の
価
値

を
認
め
て
い
こ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

●
生
徒
の
感
想

　
「
ア
ン
ト
ン
さ
ん
の
言
う
言
葉
の
中

に
は
、
普
段
何
気
な
く
言
っ
て
い
る
私

た
ち
の
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ

は
、
た
く
さ
ん
の
人
を
傷
つ
け
て
い
る

ん
だ
な
あ
、
と
思
い
ま
し
た
。
気
を
つ

け
た
い
で
す
。」

　
「
み
ん
な
同
じ
『
地
球
人
』
な
ん
だ

と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」

　
「
最
初
の
ゲ
ー
ム
で
、
色
で
分
か
れ

る
と
言
っ
て
な
い
の
に
、
み
ん
な
色
で

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。説
明
を
聞
い
て
、

一
つ
の
輪
に
な
り
た
か
っ
た
な
あ
、
と

思
い
ま
し
た
。」

　
　
　
　
　

来
浦
中
学
校
教
頭

一　

丸　

久　

子

す
ば
ら
し
い
出
会
い
に
感
謝

　

富
来
中
学
校
で
７
月
18
日
㈫
、
一
学

期
末
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
人
権
講
演
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
講
師
に
迎
え
た
の
は
土
谷
尚

史
さ
ん
。
国
見
町
出
身
で
現
在
21
歳
。

進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
た
め
、

現
在
も
入
院
加
療
中
で
す
。
身
体
の
自

由
を
失
い
、
呼
吸
器
を
装
着
し
な
が
ら

も
、
詩
画
集
「
蒼
き
意
志
」
を
出
版
。

得
意
の
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
果
敢
に
生

き
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
体
育
館
は
う
だ
る
よ
う
な
暑

さ
で
、何
よ
り
体
調
が
心
配
で
し
た
が
、

土
谷
さ
ん
の
言
葉
は
、
重
く
熱
く
ま
た

力
強
く
我
々
の
心
に
ズ
シ
リ
と
届
く
も

の
で
し
た
。
い
つ
し
か
暑
さ
も
忘
れ
、

一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
を
聞
き
漏
ら
す
ま

い
と
全
員
が
真
剣
な
目
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
生
徒･

保
護
者
の
感
想
（
ほ
ん

の
一
部
し
か
掲
載
で
き
ず
残
念
！
）
を

紹
介
し
、
感
動
を
お
伝
え
し
ま
す
。

●
生
徒
の
感
想

　

一
度
過
ぎ
た
時
間
は
も
う
戻
っ
て
こ

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
一
日
一
日
を
大
切

に
し
な
け
れ
ば
と
思
う
。
土
谷
さ
ん
の

詩
は
ど
れ
も
温
か
く
、
目
の
前
に
そ
の

場
面
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
。
土
谷
さ

ん
の
話
を
聞
い
て
、
イ
ヤ
な
こ
と
か
ら

逃
げ
て
い
る
自
分
は
み
っ
と
も
な
い
と

思
っ
た
。「
自
分
は
い
な
く
て
も
い
い

存
在
だ
」
と
思
っ
た
け
ど
、
そ
う
じ
ゃ

な
い
。
目
標
と
自
信
を
持
ち
、
今
を
精

一
杯
生
き
た
い
。
友
達
や
家
族
、
支
え

て
く
れ
る
人
た
ち
を
大
切
に
し
た
い
。

出
会
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
●
保
護
者
の
感
想

　

精
一
杯
の
愛
情
で
我
が
子
の
可
能
性

を
見
守
り
た
い
。
た
だ
た
だ
感
動
し
て

涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
す
ば
ら

し
い
出
会
い
に
感
謝
。
ぜ
ひ
ま
た
会
い

た
い
。

　

富
来
中
の
体
育
館
に
す
が
す
が
し
い

風
が
吹
き
わ
た
り
、
心
が
洗
わ
れ
る
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

富
来
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
養
部
担
当

多　

田　

裕　

子

▲講師の眞理雄さん。「地球に生きる人は、みんな
　同じ『地球人』です」

▲パソコンを使いながら話す土谷さんと戸高先生
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吉
弘
楽
は
、
南
北
朝
時
代
、
大
友
家
の
分
家
、
吉
弘

正
賢
が
始
め
た
と
さ
れ
、
戦
勝
と
領
内
の
五
穀
豊
穣
、

虫
よ
け
を
祈
願
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
住
民
で
つ
く
る
吉
弘
楽
保
存
会
（
藤
原
利
雄
会

長
）
と
吉
弘
楽
愛
護
少
年
団
の
楽
人
49
人
が
、
か
ぶ

と
、
え
ぼ
し
、
陣
笠
を
か
ぶ
り
、
腰
蓑
に
わ
ら
じ
姿
で

胸
に
太
鼓
を
抱
き
、
背
中
に
旗
を
差
し
た
い
で
た
ち
で

輪
を
つ
く

り
、
笛
と
鉦

が
奏
で
ら
れ

る
中
、
時
に

ゆ
っ
く
り
動

き
、
時
に
警

戒
に
飛
び
跳

ね
、
全
身
を

大
き
く
動
か

し
て
太
鼓
を

た
た
く
勇
壮

な
舞
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

そ
の
年
の
時
事
・
出
来
事
等
を
風
刺
し
た
作
品
を
展

示
。
毎
年
奇
想
天
外
な
ア
イ
デ
ア
で
見
物
客
を
楽
し
ま

せ
ま
す
。
夜
は
、
神
輿
や
舞
踊
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　｢川舟祭り｣は今から約200年前、港を中心に当時の船主や商人たちに
よって始められた、航海安全・大漁・商売繁盛を祈願した住吉社の夏
祭りで、旧暦６月29日に行われます。
　安岐川河口を遡って真
っ赤な炎と共に川舟神幸
（しんこう）が始まり、
みこし舟、おはやし船と
闇の中から姿を現し、闇
と炎と水しぶきの饗宴で
す。舟が沖に帰りついた
後、優雅な口説きときり
りと引き締まるお練の若
衆の毛槍組が、湊商店街
を練り歩きました。

吉
弘
楽

７
月
23
日
㈰  

武
蔵
町
楽
庭
八
幡
社

吉
弘
楽

７
月
23
日
㈰  

武
蔵
町
楽
庭
八
幡
社

川
舟
祭
り

７
月
24
日
㈪  

安
岐
町
下
原
湊
商
店
街
〜
湊
橋
付
近

川
舟
祭
り

７
月
24
日
㈪  

安
岐
町
下
原
湊
商
店
街
〜
湊
橋
付
近

小
川
見
立
て
細
工・七
夕
飾
り

７
月
28
日
㈮
・
29
日
㈯  

安
岐
町
小
川
商
店
街

小
川
見
立
て
細
工・七
夕
飾
り

７
月
28
日
㈮
・
29
日
㈯  

安
岐
町
小
川
商
店
街

▲かがり火船からは、勇壮な締め込み姿の男たちが
　水しぶきを上げて川に飛び込みます

▲河川敷に設けられたステージでは、
　アマチュアバンド演奏などが行われ、
　大勢の見物客で賑わいました

▲子ども神輿も登場
▲国東市助役賞の「龍」と「アナコンダ」の
　“イナバウアー”

こ

が
わ
が
わ

こ

が
わ

こ
が
わ

まちのまちの話題話題まちのまちの話題話題まちの話題まちの話題 国東国東の夏祭り夏祭り国東の夏祭り
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　江戸時代の正保２年（1645年）に始まった「お練り」は、昭和
33年に後継者不足のため一時期途絶えていましたが、昭和60年に
復活し、今では国東町の風物詩として人気を呼んでいます。
　神事のあと、午後５時に田深天満社を出発。よろい武者を先頭
に、陣笠をかぶりハッピをまとった田深お練り保存会の皆さんや
子どもたちが続
き、江戸時代の
大名行列を再現
していました。
　子どもたちの
勇ましい姿に多
くの見物人から
拍手や喝采が沸
き起こっていま
した。

田
深
天
満
社
お
練
り

７
月
25
日
㈫  

国
東
町
田
深
天
満
社

田
深
天
満
社
お
練
り

７
月
25
日
㈫  

国
東
町
田
深
天
満
社

　

陰
陽
の
形
を
し
た
団

子
と
と
も
に
帝
釈
天
に

踊
り
を
奉
納
す
る
ホ
ー

ヤ
ク
祭
り
は
、
旧
暦
６

月
17
日
の
夜
に
行
わ
れ
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▲よろい武者を先頭に天満社を出発

▲五穀豊穣や家内安全などを願って盆踊りを踊りました
▲地区の人々が公民館に集まり、それぞれ思い思いの
　「だんご」を作りました

▲「ヤーットコセ」「ヤーマカセ」と声を掛けながら、
　毛槍やほこを振りかざします

　養老年間に建立された由緒ある桜八幡神社の夏祭り
で、コンチキチン、コンチキチンと鉦太鼓の音が鳴り響
いたら、夏祭り一番の見所の山車の出番です。人々の歓
声を浴び、ところ狭しと元気よく町内を走り回ります。

▲山車が威勢のよい若者に曳かれ、町中を走り回ります▲アマチュアバンド演奏・カラオケで賑わった「つるがわまつり」（７月30日㈰）

こ

が
わ

まちの話題まちの話題 国東の夏祭り
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伝統文化を体験しよう！
旭日小学校でものづくり体験教室

国東町

　７月４日㈫、子どもたちに創作する喜びを味わって
もらおうと、「ものづくり体験教室」（主催・㈳大分県
技能士会連合会）が旭日小学校で開催されました。同
校の５・６年生29名が、銅版工芸・本立て・型抜き
人形の製作の３班に分かれ、地元の東国東地域技能士
会員の皆さんによる指導で、約１時間かけて立派な作
品を完成させました。技能士さんたちとふれあい一緒
に作品をつくることにより、日本の伝統芸能のすばら
しさを体験しながら、プロの技を学びました。

技能士さんの指導で立派な作品を完成させました技能士さんの指導で立派な作品を完成させました技能士さんの指導で立派な作品を完成させました

新しい神輿の購入を喜ぶ関係者の皆さん

「水辺再発見マップ」で朝来小が優秀賞
安岐町

　朝来小学校３・４年生が作成した水辺再発見マップ
「朝来野川の生きもの」が、「川の日」（７月７日）制
定10周年を記念して開催された大分合同新聞社主催
のコンクール（県内小・中学校から152点が応募）で
優秀賞に選ばれました。児童の皆さんは、地元を流れ
る朝来野川について家族で話したり調査を行いなが
ら、改めて川や川の生きものについて興味や親しみを
覚えたようです。

６月１７日６月１７日㈯大分合同新聞社で行われた表彰式に参加した朝来小３・４年大分合同新聞社で行われた表彰式に参加した朝来小３・４年
生の代表児童生の代表児童
６月１７日㈯大分合同新聞社で行われた表彰式に参加した朝来小３・４年
生の代表児童

地元朝来野川の生きものについて作成したマップ地元朝来野川の生きものについて作成したマップ地元朝来野川の生きものについて作成したマップ
おじいちゃんと一緒に短冊を飾り付けました

谷優子選手（卓球）国体九州ブロック大会に出場
国見町

　国見町伊美の谷優子さんが、国民体育大会（卓球
競技）九州ブロック大会（熊本市で８月19日㈯・20
日㈰開催）に、大分県代表チームの一員として出場
します。
　谷さんは、現在双国ガスに勤務していますが、国
体出場をかけた九州大会での勝利をめざして、毎日
練習にがんばっています。皆さんのご声援をよろし
くお願いします。

国体出場に向け練習に励む谷優子さん国体出場に向け練習に励む谷優子さん国体出場に向け練習に励む谷優子さん

バナナボートで遊ぶ子どもたち

熱戦を繰り広げたビーチフットサル大会

Kunimi   Kunisaki まちのまちの
話  題話  題
まちのまちの
話  題話  題
まちの
話  題

Town Topics

Musashi    Aki 

まちの
話  題
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技能士さんの指導で立派な作品を完成させました

新しい神輿で夏季大祭　武多都社
国見町

　７月22日㈯・23日㈰に武多都社で夏季大祭が行わ

れ、新調された神輿が披露されました。同社の神輿

は、購入してから100年以上経過し老朽化が進んでい

ました。また、10月に東国東神楽大会が予定されて

いるため、新しい神輿の購入となりました。披露に先

立ち７月16日㈰に岡、浦手、鬼籠の各区長と同社の

総代が参加して行われた注連縄降しでは、参加者全員

で玉ぐしを捧げ、新しい神輿の購入を喜びました。

新しい神輿の購入を喜ぶ関係者の皆さん新しい神輿の購入を喜ぶ関係者の皆さん新しい神輿の購入を喜ぶ関係者の皆さん

６月１７日㈯大分合同新聞社で行われた表彰式に参加した朝来小３・４年
生の代表児童

地元朝来野川の生きものについて作成したマップ

南部保育園児が七夕飾りで老人クラブと交流
国東町

　７月３日㈪に南部保育園のひまわり組の園児26名

が、興導寺老人クラブ（石丸義則会長）の会員26名

の指導で一緒に七夕のささ飾り付けを楽しみました。

この交流は、同園が行っている世代間交流のひとつ

で、毎年恒例となっています。でき上がったささ飾り

は、中央公民館や警察署にプレゼントされました。こ

れからも、運動会やもちつきで交流を図る予定です。

おじいちゃんと一緒に短冊を飾り付けましたおじいちゃんと一緒に短冊を飾り付けましたおじいちゃんと一緒に短冊を飾り付けました
国体出場に向け練習に励む谷優子さん

ふるさと安岐海岸子ども体験フェスタ２００６
安岐町

　海の日の７月17日㈪、「ふるさと安岐海岸子ども体
験フェスタ2006」が安岐海岸で開催されました。この
イベントは、「自然の大切さ、海岸で遊ぶことの大切さ
を子どもたちに感じてもらおう」と国東半島安岐海岸
ふるさとづくりの会（野田忠治会長）の主催で、今回で
５回目となりました。午前は、ビーチバレー、ビーチフ
ットサル大会、午後からは、宝探しやウインドサーフィ
ン・バナナボート体験などが行われ、参加した約300名
の子どもたちは、楽しい一日を過ごしました。

バナナボートで遊ぶ子どもたちバナナボートで遊ぶ子どもたちバナナボートで遊ぶ子どもたち

熱戦を繰り広げたビーチフットサル大会熱戦を繰り広げたビーチフットサル大会熱戦を繰り広げたビーチフットサル大会

アメリカの文化を肌で感じたい！
 ７月20日㈭、中学生アメリカホームステイに参加する尾
桐優萌さんと藤原真優さん（いずれも安岐中学校２年）
が市役所を訪れ、照山俊一市長に出発のあいさつをしま
した。二人は、７月23日㈰から約１ヵ月間、大分県内か
ら参加する13名と一緒に、カリフォルニア州オーバンに
ホームステイします。元気にがんばってきてください。

まちの
話  題
まちの
話  題安岐町

し　め なわ おろ
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アントン眞理雄です。ONE WORLDという名前に基づいて世界各国の
文化､習慣、問題などに少しずつ触れながら広報を通して報告しています

感　謝

ONE WORLD...
ワン ワールド

vol.4
国
際

交流
員のページ

国
際

交流
員のページ

　ついにこの日が来てしまったかという心境です。
皆さんももうご存知だとは思いますが、私の国東市
国際交流員としての任期が終了しました。よって、
今月号がONE WORLD最終号になります…。私は
２年前に旧国見町の国際交流員として着任し、４月
の合併以後国東市の国際交流員として勤務していま
す。国際交流員として大分県へ派遣されるまでは九
州、ましてや大分のことはまるで知りませんでし
た。私の知っている大分といえば別府温泉ぐらい
で、限られていました。しかし、日本全国多々ある
国際交流員配置先で私が大分県国見町に派遣された
ことはやはり何か引き寄せられる力があった、つま
り何かの縁だったのだな、と今振り返り思います。
　国際交流員として、各地の保育園・幼稚園での触
れ合い活動、小学校の総合学習の時間を活用し「地
球人学習」、国見での英会話教室、スペイン語教
室、そして各地での講演会…様々な方法でいろいろ
な人と触れ合う機会に恵まれました。そのお陰で私
は国見町、そして国東市の本質というものに触れる
ことができたと考えています。高齢の方たちと話す
ことによって得ることができる彼等のまちへの想い
や希望、子どもたちの眼差しで感じとることができ
るまちの未来。ここを離れても世界の様々な地域で
人と携わりたいと思いますが、国見町・国東市ほど
地域にのめり込んだ活動はできるのかと多少不安な

気持ちもあります。それだけ、私のこの町での国際
交流員としての経験は貴重かつ重要なものです。
　大分県にやってくる前も各地でいろいろな別れが
ありました。その結果、すばらしい出逢いも生まれ
ました。別れ・出逢いというものは相互に支えられ
ていて互いに人生最大の喜びを招くこともあれば、
悲しみを招くこともあります。そして、人間を新た
な分岐点に立たせ、創造する能力を引き出してくれ
ることもあります。
　この世の中には永遠の別れもある中、同時に関係
を永続できる別れもあります。こういった永続可能
な別れはすばらしいことに人間の意志でコントロー
ルされています。その“出逢い”のすばらしさを感
じることができた人間は、様々な方法をとおしてそ
の出逢いを生かそうとします。場所が変わるから
“出逢い”が無くなるわけではなく、歩む道が変わ
るから“出逢い”が無くなるわけではありません。
“出逢い”は人間の意志で生かされ、また人間の意
志で呼吸を失います。私は国見・国東との出逢いを
これからも生かしていくつもりです。ここで強まっ
た世界平和への気持ち、ここで再確認した人の温か
さ、ここで発言することができた地球人としての想
い、ここで見た子どもたちの目…いままで本当にあ
りがとうございました。そして、これからもよろし
くお願いします！

今月の一言

ご意見・ご感想・連絡先  アントン眞理雄  E-mail：peacestrictly@mac.com

ま　り　お

※「広報くにみ」に掲載した「ONE WORLD」1～19号を希望される方は、ご連絡ください。

「生きているうち、はたらけるうち、日のくれぬうち」
相田みつを

▲オレンジ保育所の園児たちとの交流 ▲ハートビート講習会 ▲巨大サンドウィッチ作り大成功
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図書館行事
国見図書館　おはなしひろば
　　　　　　５日㈯　午前９時30分～
　　　　　　26日㈯　午前９時30分～　竹田津改善センター
くにさき図書館　夏休み子ども映画会
　　　　　　９日㈬　午後１時～２時30分
　　　　　　おはなし会
　　　　　　13日㈰　午前10時30分～
　　　　　　くにさき演劇祭子どもフェア
　　　　　　20日㈰　午前10時～　アストくにさきマルチホール
武蔵図書館　おはなしのへや
　　　　　　２日㈬　午後３時30分～
　　　　　　16日㈬　午後３時30分～
　　　　　　移動図書館
　　　　　　17日㈭　午後１時30分～２時　吉広地区
安岐図書館　としょかんまつり
　　　　　　25日㈮　午前10時～

武蔵図書館　図書貸出６５万冊　達成
　武蔵図書館（末廣裕治館長）が７月13日㈭、開館以
来図書貸出冊数65万冊を達成しました。65万冊目を借
りたのは、武蔵町内田の宇都宮忠義さん。武蔵教育事
務所の平野全一所長から、認定書と記念品が渡されま
した。
　宇都宮さんは、図書館
を月２～３回利用し、時
代小説が好きでよく借り
ているそうです。

開館時間　午前10時～午後6時

国見図書館　　☎0978-82-1585　　　　くにさき図書館　　☎0978-72-3500
武蔵図書館　　☎0978-69-0946　　　　安岐図書館　　　　☎0978-67-3551問い合わせ

児 

童 

書

一 

般 

書

新着図書のご案内

武蔵図書館
幽霊派遣会社
そらまめくんのぼくのいちにち
こどものダンボール工作101てん 
ウォーリーをさがせ！きえた名画だいそうさく
ばけばけ町でどろんちゅう
エコクラフトCollection Vol.2
バルコニー・ベランダ作りを楽しむ！
ニヒリズムの宰相小泉純一郎論 
一応の推定 
不憫惚れ　法昌寺百話

エヴァ・イボットソン
なかやみわ
尾田　芳子

マーティン・ハンドフォード
たごもりのりこ

じゅわ樹
御厨　　貴
広川　　純
立松　和平

岩藤しおい
マーク矢崎
髙橋　晴子
菅野　雪虫

スズキコージ
新谷　尚紀
月森　紀子
伊藤　尚未
浅田　次郎
角田　光代
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安岐図書館
名探偵コナン防犯テクニック
おれとカノジョの微妙Days 
ゲド戦記Ⅰ～Ⅳ
そらまめくんのぼくのいちにち
くもりのちはれせんたくかあちゃん
ベラボーな生活 
こちら北国、山の中
木彫りをはじめませんか
ドリームバスター３
受命

黒木　昭雄 監修
令丈　ヒロ子
ル＝グウィン
なかやみわ

さとうわきこ さく・え
玄侑　宗久

三上亜希子 文＆イラスト
駒澤　聖刀
宮部みゆき
帚木　蓬生
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一 

般 

書

国見図書館
海の工作図鑑
星座＆血液型占い
民族衣装絵辞典
天山の巫女ソニン
ガッタンゴットン
なるほど！民俗学どうして敷居を踏んではいけないの？
野菜と玄米
電子工作大図鑑
あやしうらめしあなかなし
ドラママチ
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くにさき図書館
スイカのすい子
ティーン・アイドル
むしのうた
きみたちきょうからともだち
チャレンジ！虫クイズ王101
高野優の子育てハミング日和 
脳の力こぶ 
危うし！小学校英語 
たたかう税理士の税務相談
砲鑑銀鼠号 

奥原　弘美
メグ・キャボット

三木　　卓
中川ひろたか
横山　験也
高野　　優
川島　隆太
鳥飼玖美子
浦野　広明
椎名　　誠

は
休館日

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

8

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

日 月 火 水 木 金 土

図書館カレンダー 月

▲認定書を受け取る宇都宮さん（写真左）
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　梅雨も明け、夏本番ですね！　体調には十分に気
をつけて、今年の夏も元気に乗り切りましょう。
　さて、この時期『食中毒注意報第○○号が出され
ました』と聞くことはありませんか？
　体力も落ちているこの時期、いま一度食中毒につ
いて考えてみたいと思います。今月は、食中毒につ
いてお話いたします。

17年度の県内の食中毒の発生は？
　昨年の大分県内の食中毒の発生件数は、14件で患
者数は719人でした。そのうち６月から９月の間に
半数の７件が起こっています。
　日本の夏は、高温多湿で、食中毒を起こす原因の
細菌にとって増殖するのに良い環境となっていま
す。しかし、最近は、一年中室温が一定に保たれて
いるため、冬でも菌は増殖します。昨年夏以外に発
生した時期としては、４月に２件、５月に１件、10
月、12月に２件ずつでした。

　では予防としてどんなことに気をつければよいで
しょうか。
　そのために気をつけることは次の３つです。

１、食中毒の原因菌をつけない
２、食中毒の原因菌を増やさない
３、食中毒の原因菌を殺す

　具体的には食材をきちんと洗い（つけない）、食
材や調理したものを室温で放置しないですぐに食べ
る（増やさない）。また、調理の際にはきちんと加
熱し、使用前後には食器や調理器具、もちろん手も
しっかりと洗う（菌を殺す）ことです。
　皆さんご存知のことだと思いますが、もう一度自
分が実行できているか確認してみてはどうでしょう
か？
　また同じものを食べても食中毒を起こす人と起こ
さない人がいるのは、その人の抵抗力や免疫力の違
いも関係してきます。
　日頃からバランスの良い食事をして暴飲暴食をせ
ず、乳酸菌の多い食品や食物繊維を十分にとり、腸
内細菌の働きを活性化するなど、からだの防衛力を
高めておきましょう。ストレスや慢性疲労も免疫力
を下げるので、適度に解消していきましょう。

食中毒に
注意しましょう！

9月4日㈪

9月5日㈫

9月6日㈬

9月7日㈭

9月8日㈮

9月11日㈪

9月13日㈬

9月14日㈭

諸田御田植え祭り伝承館
中野生活改善センター
小俣生活改善センター
久末農事集会所
弁分生活改善センター
両子集落センター
糸永生活改善センター
山浦公民館
矢川区公民館（芭蕉宮）
掛樋公民館
富永集落センター
恒清公民館
七郎農業研修集会所
下油留木集落センター
上油留木集落センター
西本生活改善センター
山口公民館
橋上生活改善センター
天堤生活改善センター
南安岐地区公民館
みかん山農業研修所
大添公民館

月　　日
10:00～10:30
11:30～12:00
14:00～14:30
10:00～10:30
13:00～13:30
10:00～11:00
13:30～14:15
  9:30～10:00
11:00～11:30
13:00～13:30
  9:30～10:00
11:00～11:30
13:30～14:00
  9:30～10:00
11:00～11:30
13:30～14:00
  9:30～10:30
13:00～13:30
14:15～14:45
  9:30～10:30
11:30～12:00
13:30～14:30

受付時間 場　　　所

9月15日㈮

9月19日㈫

9月20日㈬

9月21日㈭

9月22日㈮

9月25日㈪

9月26日㈫

10月10日㈫

塩屋区民会館

みのべ公民館
一の瀬生活改善センター
尾崎集落センター
下原６区公民館
下原７区公民館
国東市営安岐体育館
下馬場集落センター
上馬場集落センター

安岐地区公民館

安岐保健センター

安岐保健センター

安岐地区公民館
安岐保健センター

月　　日
10:00～11:00
13:00～14:00
  9:30～10:00
11:00～11:30
13:30～14:00
  9:30～10:30
13:00～14:00
  9:30～10:30
13:00～13:30
14:30～15:00
  9:30～10:30
13:00～14:00
10:00～11:00
13:00～14:00
  9:30～10:30
13:00～14:00
  9:30～10:30
13:00～14:00

受付時間 場　　　所

安岐総合支所 住民健診日程

保健のページ

問い合わせ
安岐地域市民健康課　☎671114
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保 健 カ レ ン ダ ー 平成18年8・9月
８月７日㈪～９月10日㈰

【問い合わせ】 国見保健福祉センター ☎82-1108
国東保健センター　　 ☎73-2450

武蔵保健福祉センター ☎68-1184
安岐地域市民健康課　 ☎67-1114

健康相談

８月８日㈫

８月22日㈫

８月24日㈭

８月29日㈫

９月６日㈬

武蔵すこやか館
武蔵すこやか館
国見保健福祉センター
武蔵町　小城区公民館
安岐総合支所湊出張所
安岐町　あさぎりの郷
安岐町　小俣生活改善センター
国東町　浜陽公民館
国東町　堅来公民館

◎血圧測定・体重測定・体脂肪測
　定・個別相談・栄養相談・みそ汁
　の塩分測定などを行います。
小城・武蔵向陽台の方が対象です。

☆健康手帳を持参してくだ
　さい。

10:00～12:00
10:00～12:00
13:30～15:00
13:30～15:00
  ９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
１５：００～１６：００
  ９：３０～１１：００
13:30～15:00

行　　事　　名 月　　日 場　　　　所 備　　　考受付時間健
康
相
談

がん検診

未受診者健診

９月４日㈪

９月９日㈯

８月19日㈯

国見町　竹田津改善センター
国見町　熊毛改善センター
国見保健福祉センター

武蔵保健福祉センター

胃・子宮・乳

基本健診・胃がん、肺がん、大腸がん、
子宮がん、乳がん、骨密度検診

  ７：３０～  ８：００
  ８：３０～  ９：００
  ７：３０～  ８：００

  ８：００～１０：００

住民健診結果説明会

８月17日㈭

８月22日㈫

８月28日㈪

国東町　豊崎地区改善センター
国東町　上国崎地区公民館
国東保健センター
国東町　富来地区コミュニティーセンター
国東町　来浦活性化センター

  9：３０～11：００
  9：３０～11：００
１３：３０～１５：００
  9：３０～11：００
１３：３０～１５：００

行　　事　　名 月　　日 場　　　　所 対　象　者受付時間検
診

妊婦教室
タッチケア教室
９・１０ヵ月児健診
２歳児健診

３歳児健診

乳幼児相談

ＢＣＧ予防接種

三種混合（破傷風・ジフテリア・
百日咳）予防接種

ＭＲ（麻しん・風しん）予防接種（一期）

ＭＲ（麻しん・風しん）予防接種（二期）

８月24日㈭
８月24日㈭
９月１日㈮
９月７日㈭
８月22日㈫
９月５日㈫
９月５日㈫
８月23日㈬
８月31日㈭
９月６日㈬
８月23日㈬
８月31日㈭
９月１日㈮
９月６日㈬
８月23日㈬
８月31日㈭
９月１日㈮
９月６日㈬
８月８日㈫
８月９日㈬
９月１日㈮
９月６日㈬

国東保健センター
国東保健センター
国東保健センター
国東保健センター
武蔵保健福祉センター
国東保健センター
武蔵保健福祉センター
国東保健センター
安岐保健センター
武蔵保健福祉センター
国東保健センター
安岐保健センター
国見保健福祉センター
武蔵保健福祉センター
国東保健センター
安岐保健センター
国見保健福祉センター
武蔵保健福祉センター
国東保健センター
国東保健センター
国見保健福祉センター
武蔵保健福祉センター

  ９:30～1０:00
１０：００～１０：３０
12:30～13:00
12：30～13：00
１２：３０～１３：００
１２：３０～１３：００
10:00～11:30
１３：１５～１３：４５
１３:００～１３：２０
１３：００～１３：３０
13:１５～13:４５
１３：００～１３：２０
13:00～13:20
１３：００～１３：３０
１３：１５～１３：４５
13:00～13:20
１３：００～１３：２０
１３：００～１３：３０
１３：１５～１３：４５
13:１５～13:４５
１３：００～１３：２０
１３：００～１３：３０

行　　事　　名 月　　日 場　　　　所 対　象　者受付時間乳
幼
児
健
診・予
防
接
種

生活習慣改善教室
どんぶり会（伊美）
いっちみっ会（熊毛）
高脂血症予防教室
健康教室（高脂血症予防）
高血圧予防教室
糖尿病予防教室
健康教室（糖尿病予防）
どんぶり会（熊毛）
いっちみっ会（竹田津）
保健栄養教室

８月23日㈬
８月23日㈬
８月24日㈭
８月25日㈮
８月28日㈪
８月31日㈭
８月31日㈭
８月31日㈭
９月６日㈬
９月７日㈭
８月17日㈭

安岐保健センター
国見保健福祉センター
国見町　熊毛改善センター
国東保健センター
武蔵保健福祉センター
国東保健センター
国東保健センター
武蔵保健福祉センター
国見町　熊毛改善センター
国見町　竹田津改善センター
国東保健センター

  9:０0～11:30
10:00～13:00
  9:30～11:30
  ９:３0～1１:00
  ９：３０～１１：３０
  ９：３０～１１：００
  9:30～11:０0
  9:30～11:30
10:00～1１:３0
  ９：３０～１１：３０
  ９：３０～１4：００

行　　事　　名 月　　日 場　　　　所 対　象　者受付時間教
室・相
談
会

H1７.１１月～１2月生まれ
Ｈ16.1月～３月生まれ
H14.12月～H15.1月生まれ
H15.１月～H１5．2月生まれ
※表下に記載

生後３～６ヵ月未満の児

生後6～90ヵ月未満の児

生後１２～２４ヵ月未満の児

小学校就学前１年間にあたる者

※赤ちゃんの成長・発達・育児に関しての相談をお受けします。体重や身長の測定もできます。
　お子さんと一緒に、ぜひご参加ください。お母さんたちの仲間づくりの場にもなっています。
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●国東市役所
　（国東総合支所）
　☎（0978）72-1111㈹

●国見総合支所
　☎（0978）82-1111㈹

●武蔵総合支所
　☎（0978）68-1111㈹

●安岐総合支所
　☎（0978）67-1111㈹

●国東市消防本部
　☎（0978）72-1101

●国東市民病院
　☎（0978）67-1211㈹

ひとのうごき（6月30日現在）
　男　　16,446人（△20）
　女　　18,108人（△12）
　計　　34,554人（△32）
世帯数　13,478世帯（△1）

KUNISAKI

情
報

情
報

くらしのくらしの

コーナーコーナー

くらしの

コーナー

8月の納税：住民税（第２期分）、国民健康保険税（第５期分）、介護保険料（第３期分）
納期限は8月31日（木） 問い合わせ　税務課　☎０９７８‐７２‐５１６２

催 

し

講 
座

募 

集
車種

普通
ＭＴ

普通
ＡＴ

現有免許
な　し
原　付
自　二
な　し
原　付
自　二

昼間計
257,940円
255,210円
196,690円
243,600円
240,870円
182,350円

教習料金合計（消費税込み）

修了検定料
（申請料含む）
卒業検定料
（申請料含む）
補習料
（１時限）
高速通行料

9,800円

9,350円

4,780円

500円

その他の費用

お
知
ら
せ

 

平
成
18
年
大
分
空
港
「
空
の
日
」

 

イ
ベ
ン
ト
案
内

　

今
年
も
、
大
分
空
港
で
「
空
の

日
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
管
制
塔
の
見
学
や
、
セ
ス
ナ
機

の
遊
覧
飛
行
等
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。
市
民
の
皆
様
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.oita-cab.go.jp

と
き　

９
月
23
日
㈯　

雨
天
中
止

場
所　

大
分
空
港

問
い
合
わ
せ　

大
分
空
港
事
務
所　

☎
０
９
７
８
67
３
７
７
１

 

第
16
回
暴
力
追
放・

銃
器
根
絶

 

大
分
県
民
大
会

日
時　

８
月
23
日
㈬

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

中
津
市　

中
津
文
化
会
館

内
容

大
分
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
・
暴
力
追

放
功
労
者
等
の
表
彰
・
大
会
宣
言

特
別
講
演　

講
師　

川
嶌
整
形
外
科

医
院　

川
嶌
眞
人
院
長

演
題
「
中
津
藩
蘭
学
と
人
材
育
成
」

問
い
合
わ
せ

㈶
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
４
７
０
４

 

消
防
設
備
士
法
定
（
義
務
）
講
習

受
講
対
象
者

①
平
成
16
年
度
に
消
防
設
備
士
の
免

状
を
取
得
し
た
者

 

（
２
年
目
講
習
）

②
平
成
13
年
度
に
消
防
設
備
士
法
定

講
習
を
受
け
た
者

 

（
５
年
目
講
習
）

③
法
定
期
限
内
に
消
防
設
備
士
法
定

講
習
を
受
け
て
い
な
い
者

※

講
習
日
・
会
場
・
講
習
区
分
等
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

講
習
手
数
料　

７
、
０
０
０
円

受
付
期
間　

９
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ

㈶
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

 

国
東
市
立
国
東
自
動
車
学
校

 

夏
期
入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

国
東
市
立
国
東
自
動
車
学
校
で

は
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
免
許
を
取

得
さ
れ
る
大
学
生
や
専
門
学
校
生
等

の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

当
自
動
車
学
校
は
、
国
東
市
立
で

料
金
が
割
安
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

入
校
希
望
の
方
は
、
国
東
自
動
車

学
校
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

国
東
市
立
国
東
自
動
車
学
校

☎
０
９
７
８
72
０
３
９
９

 

障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
等 

 

の
併
給
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
の
改
正
に
よ

り
、
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
者

は
、
老
齢
又
は
遺
族
厚
生
年
金
等
と

併
せ
て
受
給
（
併
給
）
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
方
は
65
歳
以
上
で
、

障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
又
は
死
亡
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
の
受
給
権
が

あ
る
場
合
で
す
。

　

な
お
、
併
給
を
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、「
選
択
申
出
書
」
を
社
会
保
険

事
務
所
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
①
障
害
基
礎
年
金
と

老
齢
厚
生
年
金
（
又
は
退
職
共
済
年

金
）
②
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
厚
生

年
金
（
又
は
遺
族
共
済
年
金
）
③
旧

国
民
年
金
法
の
障
害
年
金
と
老
齢
厚

生
年
金
（
又
は
退
職
共
済
年
金
）
④

旧
国
民
年
金
法
の
障
害
年
金
と
遺
族

厚
生
年
金
（
遺
族
共
済
年
金
又
は
特

例
遺
族
年
金
）

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

別
府
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
９
７
７
㉒
５
１
１
１

 

財
産
を
相
続
し
た
と
き

　

財
産
を
相
続
や
遺
贈
（
遺
言
に
よ

っ
て
財
産
を
譲
る
こ
と
）
に
よ
っ
て

も
ら
っ
た
場
合
に
は
、
相
続
税
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

相
続
税
は
、
遺
産
の
総
額
及
び
相

続
時
精
算
課
税
の
適
用
を
受
け
た
財

産
の
価
額
の
合
計
額
（
相
続
開
始
前

３
年
以
内
の
暦
年
課
税
に
係
る
贈
与

財
産
の
価
額
を
加
算
し
ま
す
。）
か

ら
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
債
務
や
葬
式

費
用
を
差
し
引
い
た
「
正
味
の
遺
産

額
」
が
基
礎
控
除
額
を
超
え
る
場
合

に
、
そ
の
超
え
る
額
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

基
礎
控
除
額
は
、
五
千
万
円
と
、

一
千
万
円
に
法
定
相
続
人
の
数
を
掛

け
た
金
額
と
の
合
計
額
で
す
。
相
続
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○国東市誕生記念・宅地価格517万円より。
○すぐ入居できる「モデルハウス」、いよいよ残り１棟！

ハイテクニュータウン
向陽台
ハイテクニュータウン
向陽台 好評分譲中！

問い合わせ　大分県住宅供給公社向陽台販売事務所 ☎0978680886
※販売事務所はお盆も営業します。

６
月

20
日　

武
蔵
町
糸
原　
　

上
野　

花
菜
（
浩
伸
・
愛
子
）

25
日　

国
東
町
浜　
　
　

國
廣　

葵
咲
（
幸
一
・
久
美
子
）

26
日　

国
東
町
富
来
浦　

畑
野　

光
亮
（
雅
弥
・
舞
）

　
　
　

武
蔵
町
糸
原　
　

末
清　

雄
大
（
洋
治
・
優
子
）

くらしの

コーナー

（　
　

）
内
は
保
護
者
の
名
前

（
７
／
15
ま
で
の
届
出
分
）

（
７
／
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
!

お
誕
生
お
め
で
と
う
!　
（
敬
称
略
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す　
（
敬
称
略
）

は

な

き
さ
き

こ
う
す
け

ゆ
う
た

７
月

１
日　

安
岐
町
中
園

　
　
　
　
　

松
𠩤　

秋
菊
（
94
歳
）

２
日　

国
東
町
岩
戸
寺

　
　
　
　
　

矢
野
ミ
ド
リ
（
86
歳
）

　
　
　

安
岐
町
中
園

　
　
　
　
　
　

山
シ
ズ
コ
（
100
歳
）

３
日　

国
見
町
竹
田
津

　
　
　
　
　

中
井
ツ
ネ
ミ
（
83
歳
）

４
日　

武
蔵
町
丸
小
野

　
　
　
　
　

幸
松　

豊
士
（
81
歳
）

　
　
　

国
東
町
鶴
川

　
　
　
　
　

岩
本　

博
興
（
65
歳
）

６
日　

国
東
町
東
堅
来

　
　
　
　
　

吉
武　

サ
ワ
（
93
歳
）

　
　
　

安
岐
町
下
原

　
　
　
　
　

中
村　

濱
子
（
72
歳
）

８
日　

国
東
町
鶴
川

　
　
　
　
　

宇
佐
見
純
子
（
52
歳
）

10
日　

安
岐
町
下
山
口

　
　
　
　
　

牧　

今
朝
夫
（
87
歳
）

　
　
　

安
岐
町
瀬
戸
田

　
　
　
　
　

三
浦　

三
千
（
97
歳
）

11
日　

国
東
町
浜

　
　
　
　
　

村
田　

和
子
（
76
歳
）

　
　
　

国
東
町
富
来
浦

　
　
　
　
　

亀
井　
　

侃
（
84
歳
）

　
　
　

国
東
町
富
来
浦

　
　
　
　
　

仲
井　

ス
ミ
（
92
歳
）

　
　
　

武
蔵
町
糸
原

　
　
　
　
　

手
嶋
末
磋
雄
（
76
歳
）

12
日　

安
岐
町
両
子

　
　
　
　
　

田
邊
サ
ツ
キ
（
92
歳
）

13
日　

国
見
町
伊
美

　
　
　
　
　

荒
木　

富
子
（
101
歳
）

14
日　

安
岐
町
吉
松

　
　
　
　
　

小
川
キ
ク
ノ
（
98
歳
）

健 

康

税
に
つ
い
て
お
分
か
り
に
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
別
府
税
務

署
や
税
務
相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

別
府
税
務
署

☎
０
９
７
７
㉓
２
１
１
１

別
府
税
務
相
談
室

☎
０
９
７
７
㉔
５
５
４
４

の
相
談
窓
口
と
し
て
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
役
立
て
る
た

め
、
あ
な
た
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
相
談
は
す
べ
て
無
料
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

国
東
市
担
当
行
政
相
談
委
員

（
敬
称
略
）

古
西　
　

洋
（
国
見
町
伊
美
）

徳
丸　

宣
英
（
国
東
町
中
田
）

森
本
ミ
ド
リ
（
武
蔵
町
糸
原
）

吉
武　

玲
子
（
安
岐
町
油
留
木
）

行
政
相
談
所

日
時　

８
月
９
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ア
ス
ト
く
に
さ
き
小
会
議
室

　

相
談
員　

古
西　
　

洋
委
員

　
　
　
　
　

徳
丸　

宣
英
委
員

武
蔵
中
央
公
民
館
２
階
和
室

　

相
談
員　

森
本
ミ
ド
リ
委
員

　
　
　
　
　

吉
武　

玲
子
委
員

問
い
合
わ
せ

総
務
省
大
分
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
７
１
５

 

困
っ
た
時
の
法
律
相
談

日
時　

８
月
10
日
㈭
・
24
日
㈭

午
後
２
時
〜
５
時

場
所

ア
ス
ト
く
に
さ
き　

小
会
議
室

相
談
料　

５
、
０
０
０
円

（
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。）

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

大
分
県
弁
護

士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
１
４
５
８

 

国
保
人
間
ド
ッ
ク
の
個
人
負
担
金

 

の
変
更
に
つ
い
て

受
講
対
象
者

　

今
年
度
、
国
保
加
入
者
に
限
り
、

人
間
ド
ッ
ク
の
個
人
負
担
金
を
節
目

健
診
者
に
関
係
な
く
全
員
５
、
０
０

０
円
と
し
ま
す
の
で
人
間
ド
ッ
ク
を

希
望
さ
れ
る
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

　

な
お
、
住
民
健
診
を
受
診
さ
れ
た

方
は
、
国
保
人
間
ド
ッ
ク
の
申
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。 

申
込
締
切　

８
月
31
日
㈭

受
診
日
及
び
場
所　

実
施
は
10
月
以

降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
受
診
希
望

者
に
は
、
改
め
て
受
診
日
と
場
所
を

通
知
い
た
し
ま
す
。

申
込
先

国
東
市
役
所
市
民
健
康
課
国
保
係

☎
０
９
７
８
72
５
１
６
６　

 

各
総
合
支
所

地
域
市
民
健
康
課
国
保
係

国
見
総
合
支
所

☎
０
９
７
８
82
１
１
１
２

武
蔵
総
合
支
所

☎
０
９
７
８
68
１
１
１
３　

安
岐
総
合
支
所

☎
０
９
７
８
67
１
１
１
４

 

行
政
相
談
委
員
に

 

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
行
政
全

般
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望
、
そ
の
他

相 

談



８
月
５
日　

国
見
の

ご
ん
げ
ん
祭　

８
月
15
日　

武
蔵
の

夏
の
夜
ま
つ
り

８
月
19
日　

国
東
の

納
涼
盆
踊
り
大
会

石
原
詢
子

シ
ョ
ー
も

観
て
え

の
ー

重
い

カ
ブ
ト
ム
シ
の

配
布
も
あ
る
っ
ち

や
っ
た
ー
！

た
ま
や

で
け
ぇ
ー

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

恨
め
し
や

恨
め
し
や

イ
ベ
ン
ト

恨
め
し
や

お
ま
え
の

　

せ
い
じ
ゃ

ん
な
こ
つ

　

あ
り
え
ん
ち

と
う
ち
ゃ
ん

そ
の
首

ど
う
し
た
ん

ろ
く
ろ
く
び

花
火

発!!
1600

発!!
2000

新新ガッツだ
おまかせくん!

小学校編

作　ロナウジーニョ太郎 No.5

編
集
後
記

編
集
後
記

表紙の説明表紙の説明

２
０
０
６
年
８
月
号

編
集・国
東
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課

No.5

（
☎
０
９
７
８
72
５
１
６
１・Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
８
72
１
８
２
２
）  

印
刷・佐
伯
印
刷
㈱

国
東
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.kunisaki.oita.jp
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月　日 病　　院　　名 所  在  地 電話番号

福田産婦人科内科医院

菅 原 内 科 安 岐

末 綱 ク リ ニ ッ ク

あ さ ひ ク リ ニ ッ ク

国 見 病 院

牛嶋内科胃腸科クリニック

福田産婦人科内科医院

むさし整形外科医院

国 東 町 田 深

安 岐 町 西 本

国 東 町 田 深

国 東 町 綱 井

国 見 町 伊 美

武 蔵 町 古 市

国 東 町 田 深

武 蔵 町 古 市

72-0168

67-3655

72-0433

72-0365

82-1251

69-0889

72-0168

69-0171

8月13日

8月20日

8月27日

9月  3日

8・9月の日曜・祭日在宅当番医

◆
長
か
っ
た
梅
雨
が
明
け
、
い
よ
い
よ

夏
本
番
！ 

市
内
各
地
で
夏
祭
り
等
が

開
催
さ
れ
、
取
材
を
兼
ね
て
会
場
へ
。

「
吉
弘
楽
」
「
川
舟
祭
り
」
な
ど
初
め

て
の
祭
り
が
多
く
、
市
内
各
地
に
は
多

く
伝
統
行
事
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
８
月
に
入
っ
て
も

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
は
続
き
ま
す
。
夏
バ

テ
し
な
い
よ
う
が
ん
ば
っ
て
取
材
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
お
体
に
は

十
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
◆
全
国

各
地
で
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
梅
雨
明
け
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
が
台
風
シ
ー
ズ
ン
の
到

来
で
す
。
８
月
27
日
に
は
、
東
南
海
・

南
海
地
震
を
想
定
し
た
大
分
県
総
合

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。
「
備
え
あ

れ
ば
憂
い
な
し
」
皆
さ
ん
災
害
に
は
お

気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。　
　

（
田
川
）

月　日 病　　院　　名 所  在  地 電話番号

さ い と う 歯 科 医 院

矢 野 歯 科 医 院

岸 本 歯 科 診 療 所

ア キ モ ト 歯 科 医 院

安 岐 町 塩 屋

安岐町瀬戸田

国 東 町 鶴 川

安 岐 町 西 本

67-2980

67-0499

72-0206

67-2677

8月13日

8月20日

8月27日

9月  3日

8・9月の日曜・祭日歯科当番医

※日曜・在宅当番医は変更になることがありますので、電話でご確認のう
え受診してください。
　国東市民病院（安岐町下原☎67-1211）は救急指定病院ですので、
休日・夜間でも急患を受け付けています。

今月の表紙は、７月２８日・２９日に安岐町小川商店
街で行われた見立て細工・七夕飾りで、国東市長賞
に輝いた「しらざき昇り龍」（ウェルハウスしらさぎ）。
このほかにも「イナバウアー」「海猿」などの作品が
商店街に飾られ、多くの見物客を楽しませました。

国東市の発展を祈って！
～小川見立て細工・七夕飾り～


